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平
成
二
十
年
第
一
回
定
例
会
開
催
に
あ

た
り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
は
じ
め
に

平
成
時
代
も
二
十
年
に
入
り
ま
し
た
が
、

ア
メ
リ
カ
の
住
宅
ロ
ー
ン
問
題
に
起
因
す

る
世
界
金
融
の
混
乱
、
世
界
同
時
株
安
や

円
高
、
そ
し
て
、
石
油
価
格
高
騰
な
ど
が

継
続
し
、
厳
し
い
幕
開
け
で
す
。
今
、
世

界
経
済
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
一
国
の
影

響
が
全
世
界
に
波
及
す
る
な
ど
、
油
断
が

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
国
内
で
は
、「
偽

装
問
題
」
の
噴
出
、
そ
し
て
、
地
方
分
権
、

少
子
高
齢
化
の
上
に
、
国
を
は
じ
め
と
し

た
財
政
課
題
に
対
し
て
、
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
つ
つ
、
持

続
可
能
な
文
化
的
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
業
務
の
効
率
化
や
経
費
節
減
に
努
め
、

「
選
択
と
集
中
」
を
図
り
つ
つ
予
算
編
成

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

二
、
平
成
二
十
年
度
の
予
算
編
成

二
―
�

平
成
二
十
年
度
総
合
予
算

平
成
二
十
年
度
の
総
合
予
算
額
（
一
般

会
計
＋
特
別
会
計
）は
一
〇
二
億
円
余（
前

年
度
当
初
予
算
比
△
〇
・
五
億
円
）
と
な

り
ま
し
た
。一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金（
三

・
五
億
円
）
を
除
い
た
実
質
的
な
総
合
予

算
は
九
八
億
円
余
（
前
年
度
比
ほ
ぼ
同

額
）
で
す
。

こ
れ
は
、
一
般
会
計（
八
・
五
億
円
増
）、

下
水
道
会
計
（
一
・
三
億
円
増
）、介
護
保

険
（
〇
・
八
億
円
増
）
な
ど
の
増
額
に
対

し
て
、
老
人
保
険
会
計
の
減
額
（
広
域
後

期
高
齢
者
医
療
会
計
へ
移
行
に
伴
い
、
前

年
比
△
一
三
・
九
億
円
）
な
ど
に
よ
り
、

ほ
ぼ
同
額
と
な
り
ま
し
た
。

二
―
�

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
当
初
予
算
の
歳
入
歳
出
合
計

は
六
二
・
一
億
円
余
（
前
年
度
比
八
・
五

億
円
増
）
で
、
前
年
度
決
算
見
込
み
額
五

九
・
三
億
円
比
で
は
四
・
七
％
増
と
な
り

ま
し
た
。

�

歳
入
状
況
の
概
要

①
主
な
自
主
財
源

自
主
財
源
は
三
八
・
六
億
円
余
（
前
年

度
比
二
・
七
億
円
余
増
）
で
、
そ
の
歳
入

に
占
め
る
比
率
は
六
二
・
三
％
（
前
年
度

比
四
・
七
％
減
）
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
町
税
は
二
八
・
一
億
円
余
（
前
年
度

比
ほ
ぼ
同
額
）
に
加
え
、
繰
越
金
二
・
八

億
円
余
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金
四
・
二
億

円
余
（
＋
一
・
四
億
円
増
）
を
計
上
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
基
金
残
高
は
九
・

六
億
円
（
△
四
・
一
億
円
減
）
に
な
り
ま

し
た
。

②
主
な
依
存
財
源

依
存
財
源
は
二
三
・
四
億
円
余
（
前
年

度
比
＋
五
・
七
億
円
増
）
で
す
。
こ
の
う

ち
、
地
方
交
付
税
は
三
・
八
億
円
（
前
年

度
比
〇
・
二
億
円
増
）、そ
し
て
、
国
、
県

支
出
金
は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
（
二
・
八

億
円
余
）
な
ど
を
加
え
、
八
・
八
億
円
余

（
計
一
・
五
億
円
増
加
）
を
計
上
し
ま
し

た
。
ま
た
、
地
方
債
は
、
交
付
税
振
替
制

度
の
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
七
・
二
億
円

余
を
発
行
し
、
起
債
残
高
は
五
三
・
七
億

円
（
一
・
七
億
円
余
増
）
と
な
り
ま
す
。

所
信
表
明

「
協
働
で
持
続
可
能
な

文
化
的
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

町

長

山

田

昌

弘

昨
年
十
一
月
寒
風
吹
き
抜
け
る
中

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
人
達
に
よ
り
植
え

付
け
ら
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
も
色
と

り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
始
め
た
。

お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
の
草
取
り
作
業

も
十
分
に
行
わ
れ
、
一
ヶ
月
に
わ
た

っ
て
の
北
島
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
が
始
ま
り
ま
し

た
。四

月
新
し
い
出
合
い
の
季
節
で
す
。

一
昨
年
結
成
さ
れ
た
、
青
少
年
健

全
育
成
町
民
会
議
の
あ
い
さ
つ
運
動

も
着
々
と
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
の
新

一
年
生
が
通
学
を
始
め
ま
す
。
登
下

校
時
、
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
を
守

る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
見
守
る
中
、

春
の
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
若
葉
マ
ー
ク
の
新
社
会
人
は
時

間
に
余
裕
を
持
っ
て
車
の
運
転
を
す

る
事
が
大
切
で
す
。
今
年
の
安
全
目

標
は
後
部
座
席
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

毎
日
交
通
事
故
と
殺
人
事
件
の
報

道
の
無
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
の
命
の
大
切
さ
を
教
育
し
な
け

れ
ば
と
事
件
の
後
に
言
わ
れ
ま
す
。

北
島
町
に
お
い
て
大
き
な
事
故
事

件
が
起
き
な
い
事
を
願
う
ば
か
り
で

あ
る
。

（２）町報２００８．４



�

歳
出
状
況
の
概
要

①
目
的
別
歳
出
状
況

歳
出
面
で
は
、
全
事
業
・
全
経
費
の
見

直
し
効
率
化
に
努
め
つ
つ
、
災
害
予
防
や

健
康
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、衛
生
費（
〇

・
二
三
億
円
減
）、消
防
費
（
〇
・
一
二
億

円
減
）、農
林
水
産
費
・
商
工
費
（
計
〇
・

〇
七
億
円
減
）
を
減
額
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
総
務
費
（
四
・
八
億
円
余
増：

庁
舎

耐
震
・
改
築
）、民
生
費
（
〇
・
二
二
億
円

余
増
）、教
育
費
（
二
・
九
億
円
余
増：
中

学
改
築
費
）
な
ど
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

②
性
質
別
歳
出
状
況

性
質
別
に
見
ま
す
と
、義
務
的
経
費（
二

五
・
一
億
円
）
は
前
年
度
比
△
〇
・
八
億

円
の
削
減
を
図
り
ま
し
た
。
主
な
項
目
は
、

人
件
費（
〇
・
四
四
億
円
減
）、扶
助
費（
〇

・
三
億
円
余
減
）
な
ど
の
削
減
に
対
し
て
、

投
資
的
経
費
が
増
加
）（
一
四
・
二
億
円
、

前
年
度
比
八
・
九
億
円
増
）
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
経
費
（
二
二
・
七
億
円
余
）
と

し
て
は
、
介
護
、
老
健
な
ど
特
別
会
計
や

一
部
事
務
組
合
へ
の
繰
り
出
し
な
ど
が
減

額
（
計
〇
・
三
億
円
余
減
）
し
て
い
ま
す
。

三
、
平
成
二
十
年
度
の
主
な
施
策
や
事
業

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
明
る
い
未
来

の
創
造
に
向
け
、
各
種
施
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

三
―
�

住
ま
い
の
基
盤
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
た
道
路
、

河
川
、
排
水
施
設
事
業
な
ど
の
推
進
、
そ

し
て
、
公
共
下
水
道
及
び
合
併
浄
化
槽
事

業
の
推
進
、
ま
た
、
上
水
道
事
業
で
は
石

綿
管
更
新
及
び
浄
水
施
設
の
改
修
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

①
道
路
事
業
（
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
）二

五
号
線
老
門
橋
の
架
橋
（
上
部
工

事
）
や
消
防
署
ア
ク
セ
ス
道
路

②
河
川
・
排
水
事
業
（
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
）

地
蔵
川
改
修
工
事
、
八
丁
野
地
区
排
水

路
工
事
や
地
域
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
新
築

工
事
（
出
来
須
）

③
下
水
（
道
）
事
業

公
共
下
水
道
管
布
設
工
事
、
及
び
、
合

併
浄
化
槽
（
一
二
五
台
）
の
推
進

④
上
水
（
道
）
事
業

水
道
管
改
良
工
事
（
町
道
六
九
五
号
線

の
石
綿
管
更
新
：
鯛
浜
交
差
点
北
）、及
び
、

県
道
徳
島
鳴
門
線
増
径
工
事
（
鯛
浜
地
区

な
ど
）
の
推
進

浄
水
場
施
設
の
第
１
浄
水
池
屋
根
補
修

工
事
及
び
粉
末
活
性
炭
注
入
設
備
導
入

三
―
�

災
害
に
強
い
町
づ
く
り

豪
雨
に
伴
う
洪
水
や
南
海
地
震
な
ど
大

災
害
に
備
え
た
防
災
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

�

災
害
予
防
活
動
の
推
進

＊
防
災
用
品

各
家
庭
の
自
蓄
（
自
家
備
蓄
）
の
推
進

と
共
に
、
庁
舎
内
に
防
災
用
品
（
保
存
用

ビ
ス
ケ
ッ
ト
・
五
目
飯
各
九
〇
〇
食
）
を

公
蓄
（
公
的
備
蓄
）。

＊
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

緊
急
地
震
速
報
を
防
災
行
政
無
線
に
接

続
し
地
域
に
警
報
す
る
シ
ス
テ
ム
の
設
置

＊
新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

河
川
の
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
国

交
省
）
に
基
づ
く
新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成＊
防
災
活
動

職
員
・
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
及
び
河

川
水
位
情
報
、
雨
量
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
国
交
省
）
の
活
用
研
究

＊
自
主
防
災
力
の
向
上

情
報
の
伝
達
機
能
の
強
化
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、

個
別
受
信
機
の
活
用
や
携
帯
電
話
）

自
助
共
助
活
動
（
防
災
備
品
購
入
を
支

援
）自

主
防
災
組
織
の
結
成
支
援：

地
域
自

主
防
災
団
体
の
組
織
率
（
北
島
町
約
三
〇

％：

県
内
平
均
六
五
％：

全
国
平
均
七
一

％
）
は
低
く
、
共
助
力
強
化
が
大
き
な
課

題
で
す
。
自
主
防
災
組
織
の
全
町
的
推
進

と
共
に
、
他
組
織
と
の
連
携
や
自
治
会
組

織
化
な
ど
組
織
の
大
規
模
統
合
化
（
大
字

の
規
模
）
を
目
指
し
、
新
た
な
支
援
策
を

推
進
し
ま
す
。

�

災
害
対
策
（
地
震
・
洪
水
）

①
公
共
施
設
の
耐
震
化

新
南
海
地
震
対
策
な
ど
公
共
施
設
の
耐

震
化
事
業
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
特
に
、

築
五
十
年
超
を
経
過
し
た
中
学
校
の
改
築

及
び
防
災
拠
点
と
な
る
庁
舎
の
耐
震
化
を

先
行
さ
せ
る
予
定
で
す
。

＊
中
学
校
校
舎
改
築
を
平
成
二
十
年
度
開

始
、
工
事
は
約
二
年
計
画

＊
庁
舎
の
耐
震
化
及
び
フ
ロ
ア
ー
の
拡
充

＊
南
小
学
校
（
校
舎
第
二
次
耐
震
診
断
及

び
屋
上
防
水
工
事
）、北
島
小
学
校
（
講
堂

第
二
次
診
断
及
び
補
強
）

＊
個
人
木
造
住
宅
（
耐
震
診
断
と
耐
震
改

修
補
助
事
業
）

三
―
�

地
球
に
優
し
く
美
し
い
町
づ
く

り
、
そ
し
て
、
財
政
に
も
や
さ
し
い
町
づ

く
り

�

ご
み
対
策：

４
Ｒ
運
動
の
推
進

サ
ー
ビ
ス
人
口
が
増
加
す
る
中
、
皆
さ

ん
と
の
協
働
に
よ
る
「
第
二
次
ゴ
ミ
戦

争
」
の
成
果
と
し
て
、
可
燃
ご
み
排
出
量

の
減
量
が
現
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
地

球
温
暖
化
対
策
や
ご
み
焼
却
施
設
の
延
命

対
策
に
関
連
し
、
更
な
る
ご
み
減
量
化
の

た
め
に
、
「
第
三
次
ゴ
ミ
戦
争
」
に
取
り

組
み
ま
す
。
指
定
袋
制
な
ど
ご
み
処
理
の

有
料
化
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
ご
み
発
生

量
の
抑
制
や
分
別
・
収
集
の
徹
底
な
ど
４

Ｒ
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

町
民
、
学
校
、
各
種
団
体
や
事
業
系
ご

み
の
排
出
者
と
の
協
働
（
ご
み
の
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店
認
定
制
度
の
導
入
）

と
共
に
、
ご
み
の「
モ
デ
ル
集
積
場
」、「
エ

コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
制
度
」
の
推
進
、
Ｅ
Ｍ
菌

活
用
の
普
及
（
フ
ル
コ
ー
ス
化
）、エ
コ
パ

ッ
ク
運
動
（
レ
ジ
袋
）
や
指
定
ゴ
ミ
袋
の

導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。

�

環
境
美
化
・
監
視
運
動

ポ
イ
捨
て
ふ
ん
害
防
止
条
例
活
動
の
推

進
、
地
域
環
境
の
保
全
・
監
視
事
業
の
強

化
や
地
域
環
境
調
査
や
環
境
問
題
の
啓
発

事
業
の
推
進

�

地
域
づ
く
り：

お
任
せ
事
業
と
住
民

活
動
推
進
条
例
活
動

花
や
緑
の
お
任
せ
事
業
、
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
の
お
任
せ
事
業
、
各
種
エ
コ
活
動
な

ど
住
活
（
住
民
活
動
推
進
条
例
）
事
業
の

継
続

①
花
と
緑
の
お
任
せ
事
業
の
推
進

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
（
お
任
せ
コ
ー

ナ
ー
「
花
づ
く
り
を
楽
し
も
う
」）、菊
花

展
（
一
鉢
出
品
コ
ー
ナ
ー
「
苗
を
育
て
て
、

あ
な
た
も
参
加
」）、公
共
地
の
「
モ
デ
ル

花
づ
く
り
」
活
動
（
北
公
園
・
町
道
な
ど
）、

空
き
地
で
花
づ
く
り
園
づ
く
り
（
菜
の
花

・
コ
ス
モ
ス
・
ミ
ニ
ひ
ま
わ
り
な
ど
）

②
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
お
任
せ
事
業
の
推

進
公
共
施
設
ア
ド
プ
ト
事
業
、
地
域
お
掃

除
ク
ラ
ブ
活
動
、
町
内
一
斉
清
掃
活
動
な

ど③
エ
コ
活
動
の
推
進

エ
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
活
動
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店
認
定

制
度
な
ど
（
商
工
活
性
化
）

�

環
境
施
設
の
改
修
・
保
守
事
業

①
清
掃
セ
ン
タ
ー
施
設
：
設
備
点
検
と
計

画
策
定
及
び
焼
却
系
施
設
補
修
工
事

②
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
：
定
期
補
修

三
―
�

次
世
代
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

子
育
て
の
環
境
づ
く
り
、
特
に
、
前
期

子
育
て
支
援
に
多
面
的
取
り
組
み
ま
す
。

�

子
育
て
支
援

①
預
か
り
支
援

延
長
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
「
ペ
ア
ネ
ッ
ト

さ
く
ら
」活
動
や
保
育
児
と
お
年
寄
り（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
）
と
交
流
、
体
力
づ
く

り
（
キ
ッ
ド
ビ
ッ
ク
ス
）
な
ど
の
継
続

②
食
育
活
動

日
本
型
食
生
活
を
基
本
に
、
地
産
地
消

の
献
立
づ
く
り
、
各
種
親
子
料
理
教
室
や

給
食
残
菜
率
の
抑
制
方
策
な
ど
各
種
食
育

活
動
の
推
進

③
児
童
手
当
て

小
学
校
６
年
生
ま
で
に
拡
大
及
び
乳
幼

児
加
算
（
３
歳
ま
で
１
万
円
／
月
）

�

学
ぶ
機
会
支
援

中
学
生
国
際
交
流
研
修
事
業

三
―
�

健
康
づ
く
り
は
幸
せ
づ
く
り

健
康
に
勝
る
も
の
な
し
。
健
康
は
「
幸

せ
の
素
」、そ
し
て
、「
国
を
護
る
素
」で
す
。

特
に
、
生
活
習
慣
に
よ
る
肥
満
の
増
加

や
運
動
不
足
は
、
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・

高
血
圧
を
誘
発
し
、
心
臓
系
や
脳
血
管
系

疾
患
の
危
険
性
が
増
し
、
今
で
は
日
本
人

の
死
因
の
第
一
位
に
浮
上
し
て
い
ま
す
。

予
備
調
査
で
は
、
生
活
習
慣
病
や
そ
の
予

備
軍
を
含
め
ま
す
と
、
全
国
で
「
二
〇
〇

〇
万
人
（
対
象
者
の
三
〇
％
）」と
も
言
わ

れ
、
国
民
病
の
様
相
で
す
。
そ
し
て
、
将

来
的
な
大
き
な
財
政
負
担
と
な
り
、
財
政

危
機
の
予
備
軍
対
策
と
し
て
、
重
要
課
題

で
す
。

そ
こ
で
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
着
目
し

た
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
の
概
念
の
基
に
、
国
民

の
健
康
増
進
と
医
療
構
造
改
革
を
目
指
し

た
「
特
定
健
康
審
査
・
特
定
保
健
指
導
制

度
（
対
象
者：

四
〇
〜
七
五
歳
未
満
）」が

開
始
（
平
成
二
十
年
四
月
）
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、「
該
当
者
の
抽
出
と
保
健
指
導
」

が
市
町
村
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

永
続
可
能
な
介
護
・
医
療
保
険
制
度
の

構
築
の
た
め
に
も
、
「
元
気
で
長
生
き
」

が
そ
の
基
本
で
あ
り
、
予
防
重
視
型
活
動

が
必
須
で
す
。

�

健
康
予
防

①
生
活
習
慣
病
予
防
事
業

生
活
習
慣
病
は
、
「
隠
れ
た
殺
人
鬼
」

（３） 町報２００８．４



で
あ
り
、
働
き
盛
り
の
突
然
死
や
高
齢
者

の
余
病
併
発
の
起
因
で
す
。
し
か
し
、
初

期
症
状
が
現
わ
れ
に
く
く
、
自
覚
が
乏
し

い
た
め
に
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、

内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
）
の
概
念
を
導
入
し
、
そ
の
予

防
・
改
善
の
啓
発
に
向
け
、肥
満
や
脂
質
異

常
の
予
防
教
室
や
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

②
健
康
診
断
受
診
率
の
向
上

健
康
づ
く
り
の
基
本
は
早
期
発
見
・
早

期
対
策
で
す
。
健
康
診
査
を
受
診
し
、「
自

分
の
こ
と
は
自
分
自
身
が
知
る
」
こ
と
が

基
本
で
す
。
そ
こ
で
、
が
ん
検
診
の
受
診

率
の
向
上
に
向
け
た
啓
発
活
動
と
共
に
、

受
診
期
間
の
延
長
（
十
月
ま
で
）
を
図
り

ま
す
。

③
健
康
チ
ェ
ッ
ク
ｅ｜

バ
ラ
ン
ス
事
業

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
生
活
習

慣
病
に
焦
点
を
当
て
、
自
分
の
健
康
状
態

の
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
情

報
を
取
得
し
、
あ
る
い
は
、
情
報
交
換
し
、

健
康
へ
の
関
心
や
普
及
啓
発
に
寄
与
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
を
対
象
と
し
ま
す
の
で
、
大
い
に
活
用

く
だ
さ
い
。

＊
健
康
づ
く
り
応
援
隊
中
央
学
習
会

地
域
力
を
生
か
し
た
健
康
づ
く
り
支
援

「
健
康
づ
く
り
応
援
隊
」
活
動
を
継
続
。

�

介
護
予
防

介
護
予
防
、
転
倒
防
止
な
ど
健
康
づ
く

り
の
基
本
は
運
動
（
体
を
動
か
す
）
の
習

慣
化
と
共
に
、
筋
力
ア
ッ
プ
が
大
切
で
す
。

運
動
す
る
機
会
づ
く
り
や
楽
し
く
継
続
さ

せ
る
仲
間
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

運
動
の
楽
し
さ
体
験
コ
ー
ス
（
生
き
が

い
教
室
や
初
め
て
の
体
操
教
室
）、ま
す
ま

す
元
気
な
貯
筋
コ
ー
ス
（
い
き
い
き
教
室

な
ど
）、ゆ
っ
く
り
貯
筋
コ
ー
ス
（
太
極
拳

教
室
な
ど
）、い
つ
で
も
で
き
る
運
動
コ
ー

ス
（
歩
け
歩
け
運
動
）
な
ど
、
大
い
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

�

母
子
保
健
支
援

①
乳
幼
児
子
育
て
支
援

乳
幼
児
の
健
診
受
診
率
向
上
を
図
る
べ

く
、
子
育
て
広
場
活
動
、
家
庭
訪
問
に
よ

る
相
談
活
動
な
ど
子
育
て
支
援
を
拡
充
し

ま
す
。

ま
た
、「
孤
立
防
止
や
児
童
虐
待
防
止
」

事
業
と
し
て
、
生
後
四
ヶ
月
未
満
の
乳
児

家
庭
全
戸
を
訪
問
す
る
と
共
に
、
新
た
に

委
譲
さ
れ
た
未
熟
児
・
低
体
重
児
へ
の
訪

問
・
指
導
を
推
進
。

②
妊
婦
一
般
健
康
診
査
事
業

平
成
二
十
年
度
よ
り
妊
婦
一
般
健
診
の

公
費
負
担
を
五
回
に
拡
充
。

③
「
ド
キ
ド
キ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
活
動

児
童
時
代
の
「
朝
食
を
食
べ
な
い
」「
お

や
つ
の
た
べ
す
ぎ
」「
偏
食
」
な
ど
の
食
事

習
慣
が
成
人
期
の
生
活
習
慣
病
の
素
で
す
。

食
の
大
切
さ
を
啓
発
す
る
べ
く
「
朝
ご
は

ん
を
食
べ
よ
う
」「
手
づ
く
り
を
楽
し
も

う
」
を
テ
ー
マ
に
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
継

続
。

�

障
害
者
地
域
支
援

①
地
域
生
活
支
援
や
そ
の
広
域
活
動

精
神
障
害
者
に
対
す
る
相
談
事
業
や
地

域
社
会
と
の
交
流
促
進
の
広
域
活
動
を
推

進
。地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
す
み

れ
あ
い
ず
み
作
業
所
）、相
談
事
業
（
こ
と

じ
）

②
地
域
生
活
支
援

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
「
ち
ゅ
ー
り
っ

ぷ
」
活
動
の
支
援
。

三
―
�

文
化
の
基
盤
づ
く
り

北
島
町
の
情
報
発
信
基
地
で
あ
る
図
書

館
・
創
世
ホ
ー
ル
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

三
―
�

協
働
事
業
の
数
々

本
年
度
も
住
民
活
動
推
進
条
例
に
基
づ

く
協
働
事
業（
住
活
）を
展
開
す
る
住
民
活

動
の
支
援
と
共
に
、
活
動
の
更
な
る
発
展

と
イ
ベ
ン
ト
化
、
定
着
化
を
推
進
し
ま
す
。

三
―
�

行
政
の
基
盤
づ
く
り

�

行
政
シ
ス
テ
ム
と
窓
口
サ
ー
ビ
ス

①
固
定
資
産
税
評
価
替
え
（
平
成
二
十
一

年
度
に
向
け
た
準
備
）、総
合
行
政
シ
ス
テ

ム
の
見
直
し
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
の
強

化
や
シ
ス
テ
ム
構
成
・
機
能
の
総
合
的
見

直
し
）、住
基
カ
ー
ド
（
普
及
率
向
上
と
多

目
的
活
用
）
の
研
究
と
推
進

②
人
事
評
価
制
度
の
導
入
に
向
け
た
研
究

を
推
進

�

個
人
情
報
保
護
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
個
人
情
報
保

護
の
啓
発
活
動
を
継
続

三
―
�

経
費
節
減
な
ど

�

経
費
削
減

①
給
与
関
係
：
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長

の
給
与
カ
ッ
ト
継
続

②
事
務
機
（
Ｐ
Ｃ
、
コ
ピ
ー
機
な
ど
）
の

延
命
化
や
再
リ
ー
ス
化

③
省
エ
ネ
、
省
資
源
活
動
：
地
球
に
優
し

く
、
財
政
に
も
優
し
い
運
動

京
都
議
定
書
に
関
わ
る
第
一
次
温
暖
化

ガ
ス
発
生
量
削
減
が
進
ま
ぬ
日
本
。
温
暖

化
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
は
喫
緊
の
課
題
で

す
。
よ
り
一
層
の
省
エ
ネ
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

・
も
う
２
枚
の
シ
ャ
ツ
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、

ノ
ー
マ
ン
ノ
ー
ラ
イ
ト
運
動

（
ア
）
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
イ
（
自
転
車
）、

ノ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
階
段
）
運
動

�

自
主
財
源
の
確
保

滞
納
整
理
の
継
続
、
使
用
料
手
数
料
の

見
直
し
や
広
告
収
入
の
活
用
、
土
地
（
法

定
外
公
共
物
）
の
処
分
の
促
進
。

�

管
財
業
務
の
集
約
の
更
な
る
推
進

随
意
契
約
の
更
な
る
見
直
し
。

三
―
�

各
種
計
画
や
制
度
の
行
方

�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
の

発
足現

行
老
人
保
健
制
度
（
国
保
、
健
保
、

共
済
な
ど
）
が
廃
止
さ
れ
、
高
齢
者
（
七

五
歳
以
上
）
を
対
象
と
し
た
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」（
平
成
二
十
年
四
月
）
の
開

始
に
伴
い
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

が
発
足
。

�

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の

発
足高

齢
者
医
療
確
保
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
四
〇
歳
以
上
七
五
歳
未
満
の
医
療

保
険
者
を
対
象
に
し
た
特
定
健
診
・
特
定

健
康
指
導
が
ス
タ
ー
ト
。
健
診
に
は
腹
回

り
測
定
が
加
わ
り
、ま
た
、本
県
の「
糖
尿

病
死
亡
率
ワ
ー
ス
ト
１
」
の
脱
却
も
課
題
。

�

介
護
保
険

第
四
期
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
高
齢

者
保
険
福
祉
計
画
（
平
成
二
十
一
年
〜
二

十
三
年
度
）
の
策
定
作
業
を
実
施
。
ま
た
、

六
五
歳
以
上
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
（
約
三
二
〇
〇
人
）
を
高
齢
者
医
療

法
（
特
定
健
診
・
特
定
健
康
指
導
）
と
連

携
し
、
地
域
支
援
事
業
で
生
活
機
能
評
価

を
実
施
。

�

裁
判
員
制
度

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
裁

判
員
制
度
は
、
国
民
か
ら
無
作
為
に
選
ば

れ
る
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制

度
で
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
二
十
年
度
は
、

選
挙
人
名
簿
か
ら
無
作
為
に
裁
判
員
候
補

者
の
予
定
者
が
選
任
さ
れ
ま
す
。

�

住
民
基
本
台
帳

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
の
創
設
に

伴
う
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
作
業
。

�

合
併
ア
ン
ケ
ー
ト

板
野
郡
合
併
協
議
会
を
通
じ
、
「
自
主

的
市
町
村
の
合
併
の
推
進
に
関
す
る
構

想
」
に
基
づ
き
、
徳
島
県
市
町
村
合
併
推

進
審
議
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
三
案
（
①
板

野
郡
五
町

②
板
野
郡
五
町
＋
鳴
門
市

③
徳
島
市
＋
板
野
郡
五
町
な
ど
周
辺
市
町

村
）
を
中
心
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
予
定
。

�

入
札
契
約
制
度

一
般
競
争
入
札
導
入
が
全
国
的
な
課
題

で
あ
り
、
「
総
合
評
価
シ
ス
テ
ム
」
の
検

討
と
共
に
、
小
規
模
・
非
技
術
品
に
関
わ

る
契
約
や
入
札
の
「
一
般
化
」
に
取
り
組

む
。

	

浄
水
場
工
事
関
連

浄
水
場
工
事
に
関
わ
る
被
害
賠
償
訴
訟

が
継
続
。




専
門
的
人
材
登
録
制
と
そ
の
活
用

行
政
の
効
率
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
人

材
の
育
成
・
確
保
が
課
題
で
す
。
職
員
育

成
と
共
に
、
民
間
の
専
門
的
知
識
人
の
確

保
が
望
ま
れ
ま
す
。
今
後
、
展
開
す
べ
き

事
業
分
野
に
関
わ
る
技
術
（
土
木
建
設
、

建
築
、
機
械
、
電
気
、
環
境
な
ど
）
や
保

健
・
福
祉
・
社
会
体
育
、
健
康
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
な
ど
の
専
門
的
経
験
や
資
格

を
も
つ
人
材
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

四
、
今
後
の
課
題

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
努
力
に
よ
り
、

町
債
残
高
の
縮
減
や
減
債
基
金
の
積
戻
し

な
ど
、
財
政
の
安
定
化
に
つ
い
て
一
定
の

成
果
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
の

財
政
状
況
や
税
源
移
譲
は
不
確
定
で
あ
り
、

歳
入
の
安
定
確
保
に
は
至
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
平
成
二
十
年
度
決
算
か
ら
、

「
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
」
に
基

づ
き
、一
般
会
計
に
お
け
る「
実
質
赤
字
」

や
「
実
質
公
債
比
率
」
の
み
な
ら
ず
、
公

営
企
業
会
計
を
含
め
た
「
連
結
実
質
赤
字

比
率
」
や
「
将
来
負
担
比
率
」
の
チ
ェ
ッ

ク
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
町
で
は
、
今
後
、
公
共
施
設
の
耐
震

化
（
中
学
校
改
築
、
三
小
学
校
や
庁
舎
な

ど
の
耐
震
化
）
や
下
水
道
な
ど
大
型
工
事

を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

に
伴
い
、
多
額
の
町
債
発
行
な
ど
を
要
し

ま
す
の
で
、
工
事
費
削
減
や
益
々
の
行
政

の
効
率
化
が
不
可
欠
で
す
。

今
後
、
「
予
算
執
行
」
に
お
い
て
は
「
余

算
」の
精
神
を
徹
底
し
つ
つ
、
ま
た
、「
一

般
競
争
入
札
」
の
導
入
な
ど
一
層
の
コ
ス

ト
縮
減
や
職
員
の
意
識
改
革
に
努
め
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
協
働
の
程
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（４）町報２００８．４



お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

齋
賀
ヨ
シ
コ
さ
ん

百
歳

北
島
町
中
村
の
齋
賀
ヨ
シ
コ
さ
ん

が
、
二
月
二
十
三
日
に
百
歳
の
お
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

お
誕
生
日
に
ご
自
宅
に
お
伺
い
し

た
徳
島
県
中
央
福
祉
事
務
所
の
片
岡

純
子
所
長
及
び
山
田
昌
弘
町
長
か
ら
、

お
祝
い
状
や
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
か
け

ら
れ
る
と
は
っ
き
り
し
た
口
調
で

『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』
と
答

え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
知
事
か
ら
の
お
祝
い
状
を

受
け
取
ら
れ
る
と
、
ご
自
分
で
読
み

上
げ
ら
れ
お
伺
い
し
た
福
祉
事
務
所

長
、
町
長
と
も
に
大
変
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。ご

家
族
に
お
伺
い
す
る
と
本
を

読
ん
だ
り
手
先
を
動
か
し
た
り
、

毎
日
努
力
を
続
け
て
い
る
そ
う
で

す
。お

顔
の
血
色
も
よ
く
記
憶
も
し

っ
か
り
さ
れ
て
お
り
、
お
元
気
そ

う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
誕
生
日
当
日
に
は
近

隣
に
お
住
ま
い
の
親
族
の
皆
様
に

囲
ま
れ
お
幸
せ
そ
う
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

公文書公開の実施状況につい
て、下記のとおりその概要を公
表いたします。
期 間 平成１９年４月１日～

平成２０年３月３１日
公開請求の件数 ３件
請求の内容

１．平成１８年度貯水槽（高架
水槽、受水槽）消毒清掃管
理業務の見積結果調書

２．北島中学校プロポーザル
の審査結果に係わる資料

３．平成１８年度時効分の税額
公開決定等の件数

公開 ３件

平平成成１１９９年年度度公公文文書書公公
開開のの実実施施状状況況

北北島島町町総総務務課課

戸籍・住民票等の証明書交付請求時の本人確認を実施します

最近、第三者が本人になりすまして虚偽の届出や、戸籍・住民票などの証明書を不正に受け取り、悪用す
る事件が全国的に発生しています。
北島町では、すでに住民異動届や戸籍の届出等の際、本人確認を実施しておりますが、住民基本台帳法な

らびに戸籍法の改正等に伴い、

平成２０年５月から戸籍・住民票等の証明書の交付を請求される際に、
窓口へこられた方の本人確認を実施いたします。

皆様の個人情報の保護と証明書不正取得防止のため、ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

■本人確認の際提示していただくもの■
運転免許証、パスポート、写真つき住民基本台帳カードなど（官公署が発行した顔写真付きの身分証明書）

※顔写真つきの身分証明書をお持ちでない場合は、健康保険証、年金手帳、社員証、診察券、キャッシュ
カードなど本人しか所持できないものを複数ご提示ください。

※代理人の方が、戸籍・住民票等の証明書の
交付請求をする際にはご本人からの委任状
が必要です。

お問い合わせ先

北島町住民課
ＴＥＬ ６９８―９８０４ これで

安心だね！

（５） 町報２００８．４



平 成２０年 度 「 ご み 対 策 の 推 進 」 活 動 目 標

日頃は、ごみの分別・減量にご協力をいただきありがとうございます。
年々、増え続けていた《燃やせるごみの収集量（排出量）》に、減少傾向が見られるようになっています。（下表のとお

り）ごみの分別・減量化は環境（地球温暖化防止）にやさしく、財政（処理費用の削減）にやさしい取り組みです。今後
とも、一層のご協力を賜りますようお願いいたします。

１．４Ｒ運動を実践しましょう（ごみ減量の原則）
これまで、①ごみの減量（リデュース）②再使用（リユース）③再生利用（リサイクル）の３Ｒ運動を推進していまし

た。そして今、もう１歩減量化を進めて、過剰包装お断り・買い物はマイバッグの使用など、ごみになるようなものは断
る（リフューズ）を追加して、４Ｒ運動の実践を推進しています。

２．燃やせるごみを１人１日あたり「２０�～３０�」減らしましょう
●生ごみ、紙類など
《減量のポイント》
①分別を徹底して、燃やせるごみの中に紙類を入れない。
（折り込みチラシ・封筒・菓子箱・ティシュボックスなど・箱に紙製品と表示のあるもの）

『雑誌の日に出す』資源としてリサイクルされます）
②調理くず・食べ残しを少なくする。（そして、出来るだけ水切りをする）

３．ルールを守ってごみを出しましょう
ごみは ●決められた日に（ごみ分別カレンダーによって） ●決められた場所に（地域を汚さないように）

●決められた出し方で（分別ガイドブックによって）
“モデル集積所”が増えています。

燃やせるごみの減量

１人１日 あたり２０� を 減量 すると 町全体 で １年間 に１５２トン の 減量 になります

【２０�×２１，０００人（町人口）×３６５日＝１５２トン】
１５２トン は 収集車７６台分 の 収集量 になります

１人ひとりの取り組みが大きな減量になります

問い合わせ：生活産業課（�６９８―９８０６）

北
島
町
ご
み
減
量

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店
の
募
集

◎
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

店
制
度
と
は
？

ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
所
を
ご

み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店
に
認

定
し
、
店
舗
・
町
民
・
町
が
一
体
と

な
っ
て
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

制
度
で
す
。

◎
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

店
の
認
定
を
受
け
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
？

町
が
進
め
る
二
〇
の
認
定
要
件
の

う
ち
、
三
項
目
以
上
の
活
動
を
実
施

し
て
い
る
店
舗
は
、
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店

認
定
申
請
書
を
、
町
生
活
産
業
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
書
設
置
場
所
】

①
北
島
町
生
活
産
業
課

②
北
島
町
商
工
会

③
北
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:／

／
w
w
w
.to
w
n
.k
ita
ji

m
a
.lg
.jp

）

◎
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

店
に
認
定
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
？

認
定
し
た
店
舗
に
は
、
「
ご
み
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店
認
定
証
」

及
び
「
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
店
の
店
頭
表
示
板
」
を
交
付
し
ま

す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
及

び
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
ご
み
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店
一
覧
に
店

舗
名
を
公
表
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
生
活
産
業
課六

九
八
―
九
八
〇
六

お 知 ら せ
『毎月２０日はあいさつ運動の日』です。

４月２０日は日曜日のため

４月の「あいさつ運動」は４月１８日�に行います。
ぴかぴかの新入生に

「おはよう！」「いってらっしゃい」

「あいさつ」でつながる地域の子どもと大人。
北島町青少年健全育成町民会議

平成１９年度（推定）

４，０６０ｔ

５１７�

平成１８年度

４，２９４ｔ

５５３�

平成１７年度

４，１６６ｔ

５４４�

平成１６年度

４，０３５ｔ

５２８�
収 集 量

１人１日あたり

↓↓

燃やせるごみの収集量

（６）町報２００８．４
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≪ ご み ニ ュ ー ス ≫

地球温暖化防止のために資源循環型社会を作りましょう

２月に開催された中学生議会では、環境問願に多くの質問が寄せられました。
こどもたちは、未来の危険信号に敏感に反応しています。こどもたちの未来

のために地球温暖化防止の取組を北島町あげて取組みましょう。
私たちの日常生活で取り組めることはたくさんあります。ごみ処理において

は、４Ｒ運動です。「減量する」「再使用する」「再生利用する」「不要なものは断
り購入しない」この取組によって、可燃ごみの減量化が図られ二酸化炭素の排
出量が削減出来ます。分別を徹底することで古紙類・かん類・びん類、ペット
ボトル・プラスチック製容器包装類は資源として回収されリサイクルされます。
国内にリサイクルシステムを作り、資源循環が出来る社会を作り上げること

が問われているのです。国環境省は、容器包装リサイクル法や家電リサイクル
法など作って国内のリサイクルシステム形成に努力しています。北島町も日本
容器包装リサイクル協会を通してびん類、ペットボトル・プラスチック製容器
包装類を再資源化しています。
現在、７種類１１分類のごみ分別出しは、町民の皆様が参加できる取組みです。

「分別」「減量」「資源化」を全町挙げて取組みましょう。

今
月
の
ご
み
対
策
啓
発
優
秀
ポ
ス
タ
ー

北
島
北
小

梶
本

節
子

“決められた日・時・場所に、決められたごみを正しく出しましょう。”

北北島島町町ふふれれああいい総総合合相相談談セセンンタターー５５・・６６月月日日程程表表

注：法律相談は、予約制の相談時間は２０分です。
法律相談・外国人相談は、予約制です。事前に社会福祉協議会（�６９８―８９１０）までご連絡ください。

※ 保健相談は、毎週月～金曜日（午前８時３０分～午後５時まで）北島町保健相談センターで実施しております。
※ 介護相談は、毎週月～金曜日（午前８時３０分～午後５時まで）北島町在宅サービスセンター・北島町地域包括支援セン
ターで実施しております。

開 催 日

５月７日、１４日、２１日、２８日
６月４日、１１日、１８日、２５日

５月２０日
６月１７日

５月１日
６月５日

５月１５日
６月１９日

５月２日、９日、１６日、２３日、３０日
６月６日、１３日、２０日、２７日

随時（予約制）
相談の希望者は、事前にご予約ください

曜日及び時間

毎週水曜日
１３：００～１６：００

毎月第３火曜日
１０：００～１２：００
（予約制）

毎月第１木曜日
１３：００～１６：００

毎月第３木曜日
１３：００～１６：００

毎週金曜日
１３：００～１６：００

相談の内容

高齢者の生活
全般について相談

財産、相続、扶養、
契約、金銭貸借等
についての相談

基本的人権や人権
侵害に関する相談

国の仕事に関する
苦情などの相談

児童養育や教育な
どについての相談

外国人の生活全般
についての相談

相談の種類

一 般 相 談

法 律 相 談

人 権 相 談

行 政 相 談

児童教育相談

外国人に
関する相談

専

門

相

談

①可燃ごみの月別収集量
３月
345t
?t

２月
297t
298t

1t増

１月
352t
327t

25t減

平成１８年
平成１９年

増減量

②プラスチック容器・包装類の月別収集量
３月
43t

69.9%
?t
?%

２月
40t

69.9%
35t

70.6%

0.7%増

１月
52t

64.1%
47t

66.7%

2.6%増

平成１８年
再資源化率（％）
平成１９年

再資源化率（％）

再資源化率の増減

（７） 町報２００８．４
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主催 北島町

１ 事業の目的

国際化の進む中で、これからの北島町を担う中学生

を海外に派遣し、国際的視野を広めるとともに訪問国

において各種の交流活動を行い、国際化時代にふさわ

しい人材を育てることを目的とする。

２ 派 遣 先 カナダ（バンクーバー）

３ 派遣時期 平成２０年８月２１日�～８月２８日�
４ 応募資格・条件

�町に在住する中学２～３年生、（既に本事業に参加
した生徒は除く）

�国際交流に積極的に意欲をもっている生徒
�心身ともに健康で海外研修・団体行動のできる生徒
５ 募集人員 １２名

６ 研修の概要

�生活体験学習（ホームステイ）
�バンクーバー都市見学等

７ 経 費

この事業実施に要する経費は、町と国際交流研修事

業基金から補助し、参加者負担額は、約１４０，０００円と

する。ただし、パスポート取得費用、任意保険料等個

人の責に帰する費用は個人負担とする。

８ 申込み・選考

�募集期間 平成２０年４月１４日�～４月２５日�
平日８：３０～１７：００（時間厳守）

�選考方法 面接（英語で自己紹介）

作文（８００字程度・日本語）

�選 考 日 平成２０年４月３０日� １５時 役場７F

９ 事前研修・説明会 平成２０年５月７日�
１９時（実施予定）

１０ 事後報告 研修報告会及び研修報告書の提出

１１ 申込み・問い合わせ先

北島町教育委員会（	６９８－９８１２）

平平成成２２００年年度度北北島島町町国国際際交交流流研研修修事事業業募募集集要要項項

◎◎
民民
生生
委委
員員
・・
児児
童童
委委
員員
のの
日日

活活
動動
強強
化化
週週
間間

◎
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
当
時
）
は
、
昭
和
五
十
二
年
（
一

九
七
七
年
）
に
、
毎
年
五
月
十
二
日

を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

と
す
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七

年
）
五
月
十
二
日
に
岡
山
県
済
世
顧

問
制
度
設
置
規
定
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
五
月

十
二
日
か
ら
始
ま
る
一
週
間
を
活
動

強
化
週
間
と
し
、
地
域
住
民
に
対
す

る
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
そ
の
活

動
の
Ｐ
Ｒ
の
必
要
性

相
談
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
地

域
の
住
民
の
な
か
に
は
、
相
談
を
し

た
く
て
も
「
ど
こ
に
」
ま
た
「
誰
に
」

相
談
を
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
方
々
が
、
「
民
生
委
員

・
児
童
委
員
」
や
そ
の
活
動
を
知
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
相
談
支
援
に
結

び
つ
き
ま
す
。

地
域
の
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
、
自
分
た
ち
と
そ
の
活
動

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
Ｐ
Ｒ
活

動
を
、
毎
年
五
月
十
二
日
の
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
を
中
心
に

展
開
し
て
い
ま
す
。

北島町福祉手当の申請

こ
の
福
祉
手
当
は
、
毎
年
四
月
一
日
現
在
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
本
町
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
、
引
き
続
き
一
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
た
だ
し
、入
院
・
入
所
者
は
該
当
し
な
い
）

◆
支
給
要
件

①
在
宅
身
体
障
害
者
（
児
）

障
害
の
程
度
が
一
級
か
ら
三
級
ま
で
の
身
体
障

害
者
手
帳
保
持
者

②
在
宅
知
的
障
害
者
（
児
）

知
能
指
数
５０
以
下

③
在
宅
ね
た
き
り
老
人

６５
歳
以
上
の
老
人
で
疾
病
又
は
負
傷
も
し
く
は

心
身
の
障
害
に
よ
り
、
引
き
続
き
一
カ
年
以
上

臥
床
し
食
事
、
入
浴
及
び
排
便
等
の
日
常
生
活

に
常
に
介
護
を
要
す
る
方
。

（
民
生
委
員
児
童
委
員
の
確
認
書
が
必
要
）

④
母
子
家
庭
又
は
準
母
子
家
庭
に
あ
る
１８
歳
未
満

の
児
童
、
生
徒

⑤
交
通
遺
児

１８
歳
未
満
の
児
童
、
生
徒

◆
こ
の
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
は
、
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
提
出
し
て
下

さ
い
。

一
、
申
請
締
切
日

平
成
２０
年
４
月
２５
日
�

二
、
申
請
場
所

北
島
町
役
場

民
生
児
童
課

三
、
支

給

日

平
成
２０
年
５
月
９
日
�

四
、
支
給
金
額

一
人

一
万
円

※
な
お
、
４
月
２１
日
ま
で
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
以
後
の
申
請
に
つ
い
て
は
支
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

【
詳
細
に
つ
い
て
は
】

役
場
民
生
児
童
課
（
電
話
番
号
六
九
八
―
九
八

〇
二
）
ま
で

（８）町報２００８．４



平成20年4月からの国民年金保険料

　「国民年金保険料口座振替納付書（変更）申出書」により、金融機関、またはお近くの社会保険事務所へ
お申し込み下さい。

（注１）口座振替での前納のお申し込みは①１年度分及び上期６ヵ月分（４月分～９月分）の締切日は2月末までに、
また、②下期６ヵ月分（10月分～翌年３月分）の締切日は8月末までです。

（注２）すでに口座振替で前納されている方（引き続き１号被保険者である方）は、毎年お申し込みしていただく必要はあ
りません。

4月に送付される「国民年金保険料納付案内書」を使用して、お近くの金融機関、コンビニエンススト
ア（一部不可）、社会保険事務所などで納付できます。

　（注）１年度分・6ヵ月分以外でも、現金によりご希望月から翌年3月までの前納も可能です。

平成20年2月より、クレジットカードによる国民年金保険料の納付が可能になりました。クレジットカー
ド納付は被保険者ご自身から事前にお申し込みいただき、以後、継続的にクレジットカード会社が社会保険
庁に立替納付を行うものです。（クレジットカードを提示され、直接納付いただく方法ではありません。）ク
レジットカード納付を希望の場合は、社会保険事務所へお申し込み下さい。

　（注１）クレジットカード納付では口座振替による毎月振替（早割）は適用されません。

　（注２）6ヵ月前納・1年前納の割引額は現金納付の割引額となります。

クレジットカード納付を導入しました

納 付 す る 場 所 は

口座振替のお申し込みは

平成20年度の国民年金保険料は　月額14,410円
（平成19年度保険料月額14,100円から、310円引き上げ）

■平成20年度国民年金保険料　納付額早見表（現金納付・口座振替比較）

便利でお得な口座振替がおすすめです！

１ヵ月分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

６ヵ月分 １年度分
平成20年度

14,410円

14,360円

－

－

－

－

－

50円

－

－

－

－

86,460円

86,160円

85,760円

85,480円

－

－

－

300円

700円

980円

－

－

172,920円

172,320円

171,520円

170,960円

169 850169,850円円

169,300円

－

   600円

1,400円

1,960円

3 0703,070円円

3,620円

毎月納付（納付書による現金納付
及び翌月末振替の口座振替）

毎月振替【早割】
（当月末振替の口座振替）

６ヵ月前納（現金振替）

６ヵ月前納（口座振替）

１年前納１年前納（（現金振替）現金振替）

１年前納（口座振替）

ご利用いただけるクレジットカードド 以下のマークがあるクレジットカードをご利用いただけます

※一部対象とならないカードもございます。詳しくは、カード発行会社までお問い合わせください。

保険福祉課

（９） 町報２００８．４



き
た
じ
ま
１８
号

「
生
涯
学
習
」っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

一
般
的
に
生
涯
学
習
と
は
「
生
活

や
職
業
能
力
の
向
上
、
自
己
の
充
実

を
目
指
し
て
、
各
人
が
自
発
的
意
志

に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て
、
自
己

に
適
し
た
手
段
・
方
法
を
選
ん
で
、

生
涯
を
通
じ
て
行
う
も
の
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
な
ん
だ
か
難
し
い
…
」

い
え
い
え
、
実
は
「
生
涯
学
習
」

と
は
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
な
い

の
で
す
。
誰
か
に
言
わ
れ
て
行
う
の

で
は
な
く
自
ら
進
ん
で
行
わ
れ
る

「
学
び
」
は
す
べ
て
生
涯
学
習
と
い

え
ま
す
。
例
え
ば
子
育
て
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
、
読
書
を
す
る
こ
と
、

テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
に

熱
中
す
る
こ
と
も
生
涯
学
習
の
一
つ

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

北
島
町
に
は
生
涯
学
習
講
座
と
し

て
一
年
を
通
じ
て
活
動
を
続
け
て
い

る
次
の
三
つ
の
講
座
が
あ
り
ま
す
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

毎
週
月
曜
日

十
九
時
〜
二
十
一
時

総
合
庁
舎

六
階
大
会
議
室

②
シ
ル
バ
ー
講
座

毎
週
木
曜
日

十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

総
合
庁
舎

七
階
大
ホ
ー
ル

③
さ
わ
や
か「
羽
衣
体
操
」レ
デ
ィ
ー
ス

毎
週
金
曜
日

九
時
三
十
分
〜
十
一
時

町
民
体
育
セ
ン
タ
ー

そ
れ
で
は
生
涯
学
習
を
実
践
し
て

い
る
講
師
と
受
講
生
の
方
の
声
を
お

聞
き
く
だ
さ
い
。

■
シ
ル
バ
ー
講
座
・
さ
わ
や
か
「
羽

衣
体
操
」
レ
デ
ィ
ー
ス
講
師

「
鏡
の
中
の
自
分
に
笑
顔
で
語
り
か

け
よ
う
」

健
康
運
動
指
導
士

武
市
美
津
子

六
月
に
始
ま
っ
た
十
九
年
度
の
講

座
も
「
あ
っ
」
と
言
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん

は
こ
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
ど
の

よ
う
な
感
想
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
。

素
敵
な
一
年
だ
っ
た
と
自
信
を
持
っ

て
言
え
ま
す
か
？

ど
の
講
座
に
お
い
て
も
、
ニ
コ
ニ

コ
と
さ
わ
や
か
な
笑
顔
、
仲
間
と
の

楽
し
い
会
話
と
笑
い
声
、
そ
し
て
時

に
は
真
剣
に
学
ぶ
と
い
う
生
涯
学
習

の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
を
楽
し
ま
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
が
講
師
を
行
っ
て
い
る
「
羽
衣

体
操
」
で
は
、
楽
し
く
身
体
を
動
か

し
心
と
身
体
の
凝
り
の
解
消
を
進
め

る
こ
と
、
ま
た
貯
筋
に
励
み
、
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果
を
あ
げ
、
生
活

が
楽
し
め
る
体
力
づ
く
り
、
そ
し
て

思
い
や
り
の
持
て
る
自
分
づ
く
り
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

時
々
あ
る
発
表
の
機
会
に
は
、
楽

し
い
ば
か
り
で
な
く
「
記
憶
す
る
こ

と
」
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
で
も
、

こ
れ
も
ま
た
脳
の
働
き
を
活
性
化
す

る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

少
し
ず
つ
楽
し
み
を
重
ね
る
よ
う
に
、

鏡
に
映
っ
た
自
分
に
笑
顔
で
語
り
か

け
ら
れ
る
生
涯
学
習
を
重
ね
て
ゆ
き

た
い
も
の
で
す
ね
。

■
シ
ル
バ
ー
講
座
受
講
生

「
シ
ル
バ
ー
講
座
に
参
加
し
て
」

中

村
谷
村

義
夫

二
〇
〇
七
年
三
月
本
町
に
転
入
し

て
き
た
。
朝
夕
に
行
う
孫
の
保
育
園

へ
の
送
迎
が
私
の
主
な
仕
事
で
あ
る
。

昼
間
の
時
間
帯
は
テ
レ
ビ
を
見
る
か
、

ご
ろ
寝
の
毎
日
で
体
重
が
十
キ
ロ
近

く
増
え
た
。
何
か
身
体
を
動
か
す
よ

い
運
動
は
な
い
か
と
探
し
て
い
た
時

に
娘
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け

て
く
れ
た
の
が
、
町
生
涯
学
習
シ
ル

バ
ー
講
座
で
あ
る
。
現
在
二
十
名
前

後
の
会
員
が
週
一
の
講
習
を
受
け
て

い
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
聞
き
な
が
ら
無
理

な
く
身
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
適
当

に
汗
も
か
く
し
、
体
も
軽
く
な
っ
た

よ
う
な
感
じ
を
受
け
る
。
た
だ
、
せ

っ
か
く
の
講
座
に
参
加
者
が
少
な
い

の
は
ど
う
も
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

今
、
会
員
の
中
に
は
九
十
歳
に
な
る

先
輩
が
居
ら
れ
る
。
素
晴
ら
し
い
。

こ
の
方
を
目
標
に
が
ん
ば
る
人
が
多

い
と
思
う
。

今
の
時
代
に
は
日
本
人
特
有
の
健

康
法
が
望
ま
れ
る
が
、
人
間
関
係
の

複
雑
さ
か
ら
生
じ
る
心
の
ス
ト
レ
ス

も
多
い
。
病
気
は
遺
伝
子
の
変
異
だ

と
い
う
考
え
方
も
あ
る
し
、
中
に
は

病
気
に
な
る
の
も
運
で
仕
方
が
な
い

こ
と
だ
と
捉
え
て
い
る
人
も
い
る
。

し
か
し
最
も
大
き
な
原
因
は
自
分
自

身
で
あ
る
。
私
た
ち
の
身
体
は
自
律

神
経
に
よ
っ
て
均
衡
が
保
た
れ
て
い

る
。
日
々
の
生
活
の
中
に
運
動
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
交
感
神
経
と
副

交
感
神
経
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
働
か
せ

心
身
と
も
健
康
を
保
っ
て
い
き
た
い

も
の
だ
。

■
さ
わ
や
か
「
羽
衣
体
操
」
レ
デ
ィ

ー
ス
講
座
受
講
生

「
さ
わ
や
か
『
レ
デ
ィ
ー
ス
』
」

高

房
宇
多

靖
子

夏
は
猛
暑
、
冬
は
厳
し
い
寒
さ
で

し
た
が
、
私
は
腰
痛
・
膝
痛
・
偏
頭

痛
知
ら
ず
で
元
気
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
も
講
師
で
あ
る
武
市
美
津

子
先
生
の
次
の
よ
う
な
教
え
の
お
か

げ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「
自
然
体
で
楽
し
い
生
活
習
慣
を

生
む
こ
と
、
血
管
を
し
な
や
か
に
し

血
液
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
、
代
謝

を
は
か
る
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
持
ち
、

心
体
の
動
き
を
明
る
く
、
楽
し
み
な

が
ら
行
う
こ
と
」
を
頭
に
お
い
て
、

大
勢
の
仲
間
と
一
緒
に
体
操
を
し
て

い
ま
す
。
軽
快
な
リ
ズ
ム
体
操
や
の

び
や
か
に
行
う
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
。

ま
た
、
羽
衣
や
椅
子
、
ボ
ー
ル
、
ゴ

ム
等
を
使
っ
て
腹
筋
や
大
腰
筋
を
鍛

成果発表会でいきいきと発表する
シルバー講座のみなさん

（１０）町報２００８．４



え
る
こ
と
の
で
き
る
体
操
は
筋
肉
退

化
予
防
運
動
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
成
果
発
表
会
で
は
「
マ

ツ
ケ
ン
パ
ラ
パ
ラ
」
と
「
Ｗ
Ａ
に
な

っ
て
お
ど
ろ
う
」
を
緊
張
し
な
が
ら

も
楽
し
く
さ
わ
や
か
に
発
表
で
き
ま

し
た
。

レ
デ
ィ
ー
に
相
応
し
く
ス
タ
イ
ル

よ
く
、
行
い
よ
く
、
ス
マ
イ
ル
で
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
過
ご
し
た
い
も
の

で
す
。

あ
な
た
も
私
た
ち
と
一
緒
に
「
羽

衣
体
操
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
き

っ
と
楽
し
い
し
、
健
康
で
い
ら
れ
る

こ
と
は
家
族
の
幸
せ
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
し
て
明
る
い
地
域
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
講
師

「
誘
拐
防
止
を
呼
び
か
け
よ
う
！
」

講
師
代
表

梅
川

正
明

二
月
に
行
わ
れ
た
「
生
涯
学
習
成

果
発
表
会
」
に
向
け
て
、
昨
年
十
一

月
か
ら
手
話
コ
ー
ラ
ス
の
練
習
を
始

め
ま
し
た
。
今
回
は
新
し
く
「
五
つ

の
約
束
守
ろ
う
よ
！
」
と
言
う
歌
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
歌
は
、
北

島
町
地
域
安
全
推
進
会
の
活
動
の
中

で
、
「
歌
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
犯
罪

被
害
防
止
を
図
ろ
う
！
」
と
生
ま
れ

た
も
の
で
す
。
歌
詞
が
と
て
も
難
し

い
の
で
、
き
れ
い
で
優
し
く
分
か
り

や
す
い
手
話
で
表
現
す
る
た
め
に
悩

み
ま
し
た
。
徳
島
北
警
察
署
か
ら
見

に
来
ら
れ
た
方
が
興
味
を
持
た
れ
た

の
が
、歌
詞
の
一
部「
大
き
な
声
」「
た

す
け
て
！
」
を
ど
う
表
す
か
で
し
た
。

の
ど
か
ら
叫
ぶ
よ
う
な
手
話
を
見
せ

る
と
、
分
か
り
や
す
い
と
好
評
で
し

た
。
ま
た
、
取
材
を
申
し
込
ま
れ
、

写
真
撮
影
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

ま
し
た
。
「
犯
罪
に
つ
い
て
」
の
質

問
に
は
、
私
た
ち
も
子
ど
も
の
命
を

守
る
た
め
に
誘
拐
を
防
ぐ
こ
と
を
訴

え
て
い
き
た
い
と
伝
え
ま
し
た
。

発
表
会
当
日
は
、
お
よ
そ
三
百
人

の
観
客
の
前
で
一
生
懸
命
に
練
習
し

て
き
た
手
話
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
し
ま

し
た
。

手
話
サ
ー
ク
ル
「
ど
ん
ぐ
り
」
は

毎
週
月
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら
九
時

ま
で
庁
舎
六
階
大
会
議
室
で
手
話
の

勉
強
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
一
緒
に
手
話
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
生

「
楽
し
い
手
話
コ
ー
ラ
ス
」

北

村
的
場
智
重
子

私
の
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
で
は
、
講
師
の
先
生
方
の
熱

心
な
指
導
の
も
と
楽
し
く
且
つ
真
剣

に
手
話
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

普
段
は
会
話
な
ど
の
練
習
が
主
で

す
が
、
年
一
回
の
成
果
発
表
会
で
は

手
話
を
知
ら
な
い
人
に
も
親
し
ん
で

も
ら
え
る
様
に
と
手
話
コ
ー
ラ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
童
謡
や

流
行
し
た
歌
な
ど
を
取
り
上
げ
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
は
メ
ン
バ
ー
全
員

が
初
め
て
聞
く
歌
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
「
五
つ
の
約
束
守
ろ
う

よ
！
」
で
す
。
こ
の
歌
は
子
ど
も
達

の
安
全
の
為
に
と
地
域
安
全
推
進
会

で
作
成
さ
れ
た
曲
で
、
私
達
が
手
話

コ
ー
ラ
ス
で
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、

少
し
で
も
多
く
の
人
に
覚
え
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
選
び
ま
し
た
。

歌
詞
に
合
わ
せ
て
手
話
を
考
え
て

い
き
ま
す
が
、
今
回
は
関
係
者
の
期

待
も
か
か
っ
て
い
る
の
で
一
層
慎
重

に
行
い
ま
し
た
。
歌
に
込
め
ら
れ
た

思
い
を
う
ま
く
表
現
で
き
て
い
る
か

心
配
し
ま
し
た
が
、
練
習
を
見
学
に

来
て
く
れ
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
も

「
イ
メ
ー
ジ
通
り
で
す
」
と
誉
め
て

い
た
だ
き
、
自
信
を
持
っ
て
本
番
の

舞
台
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
全
員
で
一
体
と
な
っ
て
行

っ
た
手
話
コ
ー
ラ
ス
は
「
う
ま
く
出

来
た
ね
」
と
お
互
い
に
自
画
自
賛
。

歌
を
広
め
る
お
役
に
立
て
た
か
な
と

み
ん
な
満
足
で
し
た
。

皆
さ
ん
も
一
緒
に
手
話
コ
ー
ラ
ス

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

★
第
三
十
九
回
北
島
町
文
化
祭

北
島
町
教
育
委
員
会
と
北
島
町
文

化
協
会
は
、
町
内
の
芸
術
愛
好
家
や

団
体
を
育
成
し
て
、
活
動
促
進
の
た

め
、
ま
た
広
く
町
民
の
み
な
さ
ま
に

鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
に
文
化
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

十
九
年
度
は
国
民
文
化
祭
開
催
の

た
め
時
期
を
ず
ら
し
、
ま
た
二
回
に

分
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・
第
一
部

十
二
月
一
日
〜
二
日

開
催
場
所
と
な
っ
た
総
合
庁
舎
に

大
勢
の
方
が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
六
階
七
階
の
各
会
場
で
は
、

い
け
花
な
ど
十
三
の
団
体
と
町
内
小

学
校
三
校
児
童
に
よ
る
力
作
七
二
〇

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
六
階

ロ
ビ
ー
に
お
い
て
は
、
毎
年
恒
例
の

お
茶
席
が
設
け
ら
れ
、
「
お
茶
と
お

菓
子
の
お
も
て
な
し
」
が
大
好
評
と

な
り
ま
し
た
。

・
第
二
部

二
月
十
六
日
〜
十
七
日

図
書
館
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
会
場

と
な
っ
た
第
二
部
は
、
文
化
協
会
や

北
島
中
学
校
美
術
部
な
ど
各
団
体
の

ほ
か
町
民
個
人
の
方
か
ら
も
ご
出
品

い
た
だ
き
ま
し
た
。
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

や
押
し
花
、
写
真
な
ど
二
五
〇
点
以

上
の
力
作
が
並
び
ま
し
た
。
北
島
町

少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
活
動
記
録

や
、
な
ん
と
彼
ら
の
発
明
品
ま
で
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
写
真
で
振
り
返
る
国
民

文
化
祭
in
き
た
じ
ま
」
と
題
し
て
、

秋
に
北
島
町
に
て
盛
大
に
行
わ
れ
た

国
民
文
化
祭
の
思
い
出
展
示
が
会
場

に
花
を
添
え
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
非
常
に
大
盛
況
だ
っ

た
の
が
、
文
化
財
展
示
室
の
「
水
神

社
天
井
絵
」
特
別
展
示
。
約
百
年
前

に
描
か
れ
た
彩
色
豊
か
な
美
し
い
絵

が
天
井
絵
と
し
て
再
現
さ
れ
、
多
く

の
方
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

北
島
町
で
は
、
平
成
二
十
年
度
も

文
化
祭
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
例

年
通
り
十
月
末
頃
の
予
定
で
す
。
町

報
等
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の

で
、
是
非
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
出
品

も
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。北

島
町
で
は
一
人
ひ
と
り
が
学
ぶ

こ
と
で
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
み
、
同

時
に
み
ん
な
で
助
け
あ
う
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
み
な
さ

ん
の
生
涯
学
習
を
応
援
し
ま
す
。

北
島
町
生
涯
学
習
推
進
会
議

北

島

町

教

育

委

員

会

�
六
九
八
―
九
八
一
二 文化祭作品展示の様子
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健康づくり応援隊保保健健相相談談セセンンタターーだだよよりり
保健推進委員（健康づくり応援隊）中央学習会において、次のような内容で学習したので、報告いたします。

★皆さんは、ご自分の適正なエネルギーをご存知でしょうか。以下のような計算式で自分の１日の所要エネルギ
ーを求めることができます。

目標体重で私の食事量を計算してみよう

これは、ご自分の身長と体重がわかれば、誰でも求めることができます。
さらに、所要エネルギーがわかれば、料理に使ってよい油の量（サラダ油やマヨネーズなど）や１食のごはん

の量を求めることもできます。
皆さんも、計算してみてください。そして、いつも食べているごはんの量と比べてみて下さい。
学習会では、調理実習で実際にごはんの量を計量して、食べてみました。
応援隊の皆さんからは、「ごはんの量、これだけしかたべられないの！」という落胆といかに自分がたくさん

食べていたかという驚きの声がきかれました。さらに「これからは、控えて食べます」という方もおられて、「自
分の健康は自分で守る」ことの大切さを改めて考えさせられた学習会となりました。

◎
妊
婦
一
般
健
康

診
査
受
診
票
の
追

加
交
付

平
成
二
十
年
度
よ
り
妊
婦
一

般
健
康
診
査
受
診
票
を
五
枚
交

付
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
平
成
十
九
年
度

に
妊
娠
届
け
を
申
請
さ
れ
た
方

で
、
次
の
方
を
対
象
に
妊
婦
一

般
健
康
診
査
受
診
票
を
追
加
交

付
し
ま
す
の
で
、
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
対
象
者

平
成
二
十
年
八
月
六
日
以
降

に
出
産
予
定
日
が
あ
る
方

�
追
加
交
付
期
間

平
成
二
十
年
四
月
七
日
〜
四

月
二
十
五
日
ま
で

�
持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
印
鑑

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
（
�

六
九
八
―
八
九
〇
九
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島
だ
よ
り

北
島
町
高
齢
者
健
康
づ
く
り
教
室

（
い
き
い
き
・
い
き
が
い
教
室
）
前
期
受
講
生
募
集

【
受
講
期
間
】

平
成
二
十
年
五
月
〜
平
成
二
十
年
十

月【
受
講
資
格
】

六
十
五
歳
以
上
（
二
十
年
度
内
に

六
十
五
歳
に
な
る
方
も
可
）
の
北
島

町
民
で
、
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要

支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
。

【
受
講
内
容
等
】

下
表
の
と
お
り
で
す

【
開
催
場
所
】

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島

【
申
込
受
付
】

四
月
二
十
一
日
�
午
前
九
時
三
十

分
よ
り
先
着
順
に
受
付
。
（
た
だ
し
、

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
締
切
）

【
申
込
方
法
】

規
定
の
申
込
書
に
記
入
・
捺
印
し

受
講
料
を
添
え
て
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北

島
に
ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

①
申
込
は
、
本
人
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理

由
で
本
人
が
、
申
込
で
き
な
い
場

合
に
限
り
、
代
理
人
の
申
込
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

②
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
は
、
受

付
い
た
し
ま
せ
ん
。

③
都
合
に
よ
り
、
コ
ー
ス
の
変
更
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

無
料
体
験
教
室
に
つ
い
て

【
受
講
資
格
】

六
十
五
歳
以
上
（
二
十
年
度
内
に

六
十
五
歳
に
な
る
方
も
可
）
の
北
島

町
民
で
、
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要

支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
。

【
受
講
料
】

無
料

【
受
講
内
容
等
】

左
表
の
と
お
り
で
す

【
開
催
場
所
】

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島

【
申
込
受
付
】

四
月
十
四
日
�
午
前
九
時
三
十
分

よ
り
電
話
又
は
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島

窓
口
に
て
先
着
順
に
受
付
。
（
た
だ

し
、定
員
に
な
り
次
第
、受
付
締
切
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島

�
六
八
三
―
二
三
八
八

高齢者健康づくり（いきいき・いきがい教室）受講内容

無料体験教室の内容

憩憩
いい
のの
ああ
るる

町町
づづ
くく
りり
をを

目目
指指
しし
てて

今
、
北
島
町
の
休
耕
田
に
「
菜
の

花
」「
レ
ン
ゲ
」
を
温
水
プ
ー
ル
西
側

に
植
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社

会
は
、
生
甲
斐
の
あ
る
、
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
供

達
が
大
人
に
成
っ
て
、
菜
の
花
が
咲

き
、
レ
ン
ゲ
畑
が
広
が
る
北
島
町
の

風
景
を
、
思
い
浮
か
べ
て
頂
け
れ
ば

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
の
で
、
見
学
し

て
下
さ
い
。

北
島
町
緑
化
推
進
の
会武

山

光
憲

受講料

１２０９０円

４６５０円

受講回数

４１

１７

内 容

週２回水の特性を生かし、水中歩行や水圧を利用した筋
力トレーニングで全身の筋力維持、向上を目指します。

週１回プールで水中歩行、週１回トレーニング室で筋力
トレーニングをし、全身の筋力維持、向上を目指します。

加齢にともない体が硬くなることをストレッチで体を柔
軟にし、筋力トレーニングで筋力を維持し、体の老化を
防ぐことを目指します。

水中運動で腰・膝痛の予防改善及び、筋力の向上を目指
します。

クロール、背泳ぎの基本から練習をし、楽な泳ぎができ
ることを目指します。

音楽に合わせて竹ふみをすることにより、足裏のツボを
刺激し、冷え性やボケ防止を目指します。

器具（ストレッチポール）を用いて体幹の歪みを矯正す
ることで、肩こり、膝・腰痛の予防改善を目指します。

一般的なヨーガ同様、体の柔軟性や血行促進に加え、筋
力を向上することにより、基礎代謝及び体力の向上を目
指します。

時 間

１３：３０～１４：３０

１５：００～１６：００

１３：３０～１４：３０

１５：００～１６：００

１０：３０～１１：３０

１５：００～１６：００

１３：３０～１４：３０

１０：３０～１１：３０

１３：３０～１４：３０

１５：００～１６：００

曜日

月・水

月・水

火・金

火・金

月

月

火

水

金

金

定員

２０名

１０名

２０名

１０名

１５名

教室名

いきいきＢ

いきいきＡ

いきいきＣ

いきいきＤ

いきがい体操

水中歩行

水泳

竹ふみビクス

柔軟体操で
身体すっきり

パワーヨーガ

準備するもの

室内シューズ
運動できる服装
タオル

水着
スイミングキャップ

室内シューズ
運動できる服装
タオル

水着
スイミングキャップ
スイミングゴーグル

室内シューズ
運動できる服装
タオル

受 講 内 容

ストレッチ体操や、老化防止の筋力トレーニングを指導
します。

水の特性を生かし、水中歩行や水圧を利用した筋力トレ
ーニング（全身の筋力維持、向上）を指導します。

加齢にともない体が硬くなることをストレッチで体を柔
軟にし、筋力トレーニングで筋力を維持し、体の老化を
防ぐことを目的に指導します。

クロール、背泳ぎの基本から練習し、楽な泳ぎができる
ことを目的に指導します。

音楽に合わせて竹ふみをすることにより、足裏のツボを
刺激し、冷え性やボケ防止を目的に指導します。

柔軟体操等で体幹の歪みを矯正することで、肩こり、膝
・腰痛の予防改善を目的に指導します。

一般的なヨーガ同様、体の柔軟性や血行促進に加え、筋
力を向上することにより、基礎代謝及び体力の向上を目
指し指導します。

時 間

１３：３０～１４：３０

１０：３０～１１：３０

１３：４０～１４：４０

１０：３０～１１：３０

１３：３０～１４：３０

１５：００～１６：００

受講日

４／１４

４／１６

４／１４

４／１５

４／１６

４／１８

４／１８

定員

２０名

１０名

１５名

教室名

いきいき

いきがい体操

水泳

竹ふみビクス

柔軟体操で
身体すっきり

パワーヨーガ

（１３） 町報２００８．４
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（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

応
募
案
内
）

老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。
ゆ
と
り
広
場
で
体
験
さ
れ
る
事
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

申
し
込
み
連
絡
先

協
会
会
長

�
〇
九
〇
―
七
七
八
三
―
一
八
二
一

楽楽
しし
かか
っっ
たた

スス
キキ
ーー

カカ
ブブ
スス
カカ
ウウ
トト

松松
田田
ええ
りり
ここ

夜
九
時
で
す
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

板
野
第
二
団
は
、
こ
れ
か
ら
バ
ス
で
、

長
野
県
の
白
馬
五
竜
ス
キ
ー
場
に
出

発
で
す
。
夜
の
間
ず
っ
と
バ
ス
で
走

っ
て
い
き
ま
す
。

朝
、
着
い
た
ら
一
面
ま
っ
白
な
世

界
を
想
像
し
て
い
た
け
ど
、
雨
が
降

っ
て
う
す
ぐ
ら
か
っ
た
の
で
、
少
し

ざ
ん
ね
ん
で
し
た
。
で
も
、
こ
れ
か

ら
ゲ
レ
ン
デ
に
出
る
の
で
と
て
も
わ

く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

最
初
は
、
初
心
者
コ
ー
ス
に
行
き

ま
し
た
。
何
回
か
す
べ
っ
て
い
る
う

ち
に
、
だ
ん
だ
ん
も
の
た
り
な
く
な

っ
て
リ
フ
ト
を
二
つ
乗
り
つ
い
で
中

級
者
コ
ー
ス
に
い
き
ま
し
た
。
風
が

強
く
、
リ
フ
ト
が
何
度
も
止
ま
っ
て
、

と
て
も
寒
か
っ
た
で
す
。
上
か
ら
す

べ
っ
て
い
る
時
も
風
に
雪
が
と
ば
さ

れ
、
前
が
み
え
ま
せ
ん
。
途
中
で
何

度
も
止
ま
っ
て
風
が
お
さ
ま
る
の
を

ま
ち
ま
し
た
。
徳
島
の
雪
と
ち
が
っ

て
い
て
ふ
か
ふ
か
で
、
雪
の
中
に
入

っ
て
し
ま
う
と
、
な
か
な
か
ぬ
け
出

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
度
、
行
く
時
に
は
、
頂
上
ま
で

の
ぼ
っ
て
み
た
い
で
す
。

『
３
月
度
月
例
杯
』

期
日

３
月
４
日
�

参
加
数
５６
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

宮
本

壽

３０
打

準
優
勝

布
川

花
子

３２
打

第
３
位

井
上

博
之

３６
打

第
４
位

柏
木

操

３７
打

第
５
位

吉
田
千
恵
子

３７
打

『
板
野
郡
Ｇ
Ｇ
北
島
大
会
』

期
日

３
月
１３
日
�

参
加
数
１８８
名

場
所

北
島
北
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

優

勝

高
橋
田
鶴
子

５１
打

準
優
勝

勢
井

梅
吉

５６
打

第
４
位

久
米

正
明

５６
打

北
島
町
関
係
の
み

◎
行
事
予
定
（
４
月
・
５
月
）

★
４
月
２６
日
�

９
時

徳
島
県
中

学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

★
４
月
２７
日
�

９
時

ひ
ょ
う
た

ん
杯
空
手
道
大
会

★
４
月
２９
日
�

９
時

徳
島
県
高

校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

★
５
月
５
日
�

９
時

全
国
ダ
ン

ス
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会

★
５
月
１０
日
�

９
時

第
５８
回
中

学
選
手
権
大
会
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル

★
５
月
１１
日
�

９
時

徳
島
県
ク

ラ
ブ
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

★
５
月
１８
日
�

９
時

徳
島
県
学

生
選
手
権
大
会
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

★
５
月
２５
日
�

９
時

北
島
町
ラ

イ
オ
ン
ズ
剣
道
大
会

★
５
月
３０
日
�

９
時

高
校
総
体

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

★
５
月
３１
日
�

９
時

高
校
総
体

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

※
お
問
い
合
わ
せ

北
島
北
公
園
総

合
体
育
館
（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー

ム
）
�
６
９
７
―
３
２
４
１

北北
島島
北北
公公
園園
総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ
ーー
ドド
ーー
ムム
））だだ
よよ
りり

早
春
の
コ
ー
ト
に

実
力
派
揃
い
チ
ー
ム
で

好
試
合
続
出
！

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り

春
暖
の
到
来
と
年
度
変
わ
り
の
今

が
入
会
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。屋
外
ス

ポ
ー
ツ
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム

人

員
数

成

績

会

場

２
・
１７

月
例
大
会
（
２
月
）

５

２５

優
勝

寿
・
江
尻

２
位

か
が
や
き

北
島
中
央
コ
ー
ト

２
・
２４

北
島
町
老
人
会
会
長
杯
大
会

５

２５

優
勝

大
洋
Ｂ

２
位

か
が
や
き

北
島
中
央
コ
ー
ト

２
・
２７

第
４８
回
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
杯
大
会

７

３２

優
勝

大
洋
Ｂ

２
位

か
が
や
き

北
島
中
央
コ
ー
ト

３
・
９

月
例
大
会
（
３
月
）

１６

９０

優
勝

寿
・
江
尻

２
位

北
中

北
島
中
央
コ
ー
ト

３
・
１５

ふ
れ
あ
い
８
町
藍
住
大
会

（
３
月
）

１６

９０

優
勝

４
コ
ー
ト

大
洋

１
コ
ー
ト

フ
レ
ッ
シ
ュ

藍
住
コ
ー
ト

３
・
１６

第
２３
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
県
予
選

５１

２８０

シ
ニ
ア

北
島
チ
ー
ム

徳
島
市

陸
上
競
技
場

月
・
日

大

会

名

称

人
員

成

績

Ｈ
Ｄ

Ｎ
Ｔ

３
・
１

２
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

場
所

親
水
ゆ
と
り
芝
コ
ー

ス

１２

優

勝

準
優
勝

井
出

輝
久

池
田

滋

中
村

俊
一

岡
部

文
子

８２８４

３
・
８

３
月
度
月
例
杯

場
所

親
水
ゆ
と
り
芝
コ
ー

ス

３５

優

勝

守
屋

久
男

準
優
勝

志
内

貞
夫

第
三
位

川
西

章
平

ベ
ス
グ
ロ
賞

川
西

章
平

２０１４１
グ
ロ
ス

７２７４７４７５

３
・
９

第
９
回
ふ
れ
あ
い
岡
山
大
会

主
催

岡
山
県
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会

場
所

岡
山
市
藤
田
リ
バ
ー

サ
イ
ド
コ
ー
ス

１００人

男
子
一
般
部
門

優

勝

川
西

章
平

男
子
シ
ニ
ア
部
門

優

勝

筒
井

英
幸

７１６９

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

２０４０

（１４）町報２００８．４
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北
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

学
芸
員

林
田

真
典

一
、
は
じ
め
に

北
島
町
で
は
昭
和
二
十
三
年
ご
ろ

か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
栽
培
が
開
始

き
り
ば
な

さ
れ
ま
し
た
。
切
花
用
チ
ュ
ー
リ
ッ

そ
く
せ
い

プ
の
促
成
栽
培
の
産
地
と
し
て
、
関

西
市
場
か
ら
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
も
栽
培
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
七
年
に
は
第

一
回
北
島
町
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア

が
開
催
さ
れ
、
今
年
で
第
十
四
回
目

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
つ
い
て

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
十
六
世
紀
後
半

頃
、
ド
イ
ツ
か
ら
ト
ル
コ
に
派
遣
さ

れ
た
外
交
官
の
ビ
ュ
ズ
ベ
ッ
ク
に
よ

っ
て
、
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
ト
ル
コ
語
で
は
「
ラ

ー
レ
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

タ
ー
バ
ン
に
似
て
い
る
形
を
し
た
花

（
ト
ル
コ
語
で
（
ツ
リ
パ
ム
」）と
通

訳
し
た
の
を
、
花
の
名
前
と
勘
違
い

し
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
中
央
ア
ジ
ア
や

イ
ラ
ン
の
砂
漠
地
帯
が
故
郷
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
原
生
地
は
ス
ペ
イ
ン

・
イ
タ
リ
ア
・
ト
ル
コ
・
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
な
ど
で
、
北
緯
四
〇
度
線
に

沿
っ
て
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
帯
は
地
中
海
性
気
候
の
た
め
、

夏
は
涼
し
く
て
降
水
量
が
少
な
い
た

め
乾
燥
し
て
い
ま
す
が
、
秋
か
ら
冬

に
雨
が
多
く
降
り
ま
す
。
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
野
生
種
は
約
一
五
〇
種
あ
り

ま
す
。

三
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
輸
入

江
戸
時
代
（
一
八
二
〇
年
頃
）
に

オ
ラ
ン
ダ
に
よ
っ
て
初
め
て
日
本
に

伝
来
さ
れ
、
球
根
の
輸
入
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
輸

入
が
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
を
契
機

と
し
て
、
国
内
で
球
根
の
生
産
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
球
根
の
主
な
産
地

は
新
潟
県
や
富
山
県
な
ど
の
日
本
海

側
で
し
た
。
球
根
栽
培
が
軌
道
に
乗

り
、
ア
メ
リ
カ
へ
球
根
を
輸
出
す
る

と
い
う
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
禁
じ

ら
れ
ま
し
た
。

四
、
北
島
町
で
の
栽
培

昭
和
二
十
二
年
頃
か
ら
三
木
安
平

氏
が
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
栽
培
を
開
始
、

そ
の
後
、
渡
辺
利
雄
氏
・
天
羽
泰
朗

氏
が
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
北
島
町

か

き

で
は
花
卉
園
芸
を
中
心
と
し
た
研
究

活
動
を
行
う
「
み
ず
ほ
会
」「
北
島
町

花
卉
園
芸
組
合
」
な
ど
が
結
成
さ
れ
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
そ
の
他
の
花
卉
栽

培
・
販
売
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
促
成
栽

培
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
昭
和
三
十

二
年
に
ビ
ニ
ー
ル
が
普
及
す
る
ま
で

は
ガ
ラ
ス
の
ハ
ウ
ス
栽
培
が
行
わ
れ
、

わ
ら

少
し
で
も
暖
か
く
す
る
た
め
、
藁
も

き
わ
く

使
用
し
、
木
枠
の
フ
レ
ー
ム
も
手
作

り
で
し
た
。
は
め
込
む
ガ
ラ
ス
も
小

さ
い
ガ
ラ
ス
を
つ
ぎ
は
ぎ
し
て
い
ま

は
い
き
ゅ
う
せ
い

す
。
当
時
、
ガ
ラ
ス
は
配
給
制
だ

っ
た
た
め
、
集
め
る
の
に
大
変
苦
労

を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
第
五
回
日
本
暖
地
花
卉
園

芸
大
会
が
昭
和
三
十
一
年
に
徳
島
県

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
島
町
の

切
花
用
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
促
成
栽
培
な

ど
が
視
察
地
と
な
っ
て
お
り
、
約
五

〇
〇
人
が
訪
れ
、
北
島
町
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
栽
培
（
三
木
安
平
氏
栽
培

地
）
を
見
学
し
ま
し
た
。

五
、
ま
と
め

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
言
葉
は
「
博

愛
」「
名
声
」「
思
い
や
り
」
で
す
。
最

も
親
し
み
や
す
い
花
の
一
つ
と
し
て
、

現
在
も
人
気
の
あ
る
花
で
す
。
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
花
言
葉
の
よ
う
に
誰
に

対
し
て
も
広
く
思
い
や
り
の
心
を
持

ち
、
北
島
町
を
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
出
来
る
町

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
主
な
参
考
文
献
〉

・
『
北
島
町
史
』
一
九
七
五
年

・
三
木
ガ
ー
デ
ン
歴
史
資
料
館
所
蔵

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
関
係
資
料

見
事
に
咲
き
誇
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

ガラスハウスの一部
（提供：三木安平氏）

チューリップ栽培の見学風景（提供：三木安平氏）

（１５） 町報２００８．４
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「「
やや
れれ
ばば
わわ
かか
るる
」」

私
達
の
周
囲
に
は
そ
の
仕
組
み
が

わ
か
ら
な
く
て
も
扱
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
は
内
部

の
構
造
が
理
解
で
き
て
い
な
く
て
も

操
作
の
仕
方
や
そ
の
効
果
に
つ
い
て

熟
知
し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
パ
ソ
コ
ン
等
は
学

校
の
授
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
り
、

初
心
者
向
け
に
公
開
講
座
が
設
け
ら

れ
た
り
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
と
っ
て
必
須
技
能
で
あ
る
も
の

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
最
初
に
述
べ

た
よ
う
に
原
因
と
結
果
は
理
解
し
て

い
る
が
そ
の
途
中
に
あ
る
過
程
を
把

握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
例
は

多
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
全
容
を

解
明
し
よ
う
に
も
自
身
の
許
容
量
を

超
え
る
事
例
も
あ
る
の
で
一
概
に
は

い
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
自
分
が
理
解
で
き
な
い
こ

と
と
理
解
し
な
い
こ
と
は
「‖

（
イ

コ
ー
ル
）」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
再
度

パ
ソ
コ
ン
を
例
と
し
て
挙
げ
る
と
初

歩
と
し
て
購
入
し
た
際
に
取
扱
説
明

書
を
完
読
す
る
こ
と
は
そ
う
な
い
で

し
ょ
う
が
、
必
要
最
低
限
の
準
備
と

し
て
使
用
上
の
注
意
点
を
読
ん
で
お

く
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
予
備

知
識
を
備
え
て
い
な
い
と
、
ほ
こ
り

の
多
い
所
に
放
置
し
た
り
、
パ
ソ
コ

ン
の
上
に
荷
物
を
積
ん
だ
り
、
無
造

作
に
衝
撃
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
等

に
何
の
注
意
も
働
か
ず
、
結
果
的
に

そ
う
し
た
行
為
の
積
み
重
ね
が
パ
ソ

コ
ン
の
寿
命
を
縮
め
た
り
、
頻
繁
な

故
障
の
原
因
と
な
る
こ
と
は
必
然
で

す
。原

因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
場
合

に
は
そ
の
対
策
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
被
害
へ
の
予
防
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
自
身
が
行
っ
た
こ

と
に
原
因
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
何
度
で
も
同
じ
結
果
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
知
ら
な
い

事
は
恥
ず
か
し
い
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
知
ら
な
い
事
を
知
ら
な
い
ま
ま

放
置
す
る
こ
と
が
迷
走
へ
の
第
一
歩

と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

自
分
に
は
無
理
な
事
で
あ
る
と
最

初
か
ら
匙
を
投
げ
る
の
で
は
な
く
、

出
来
る
事
か
ら
行
っ
て
ゆ
け
ば
よ
い

の
で
す
。
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
る

こ
と
は
さ
て
お
き
、
最
初
は
使
用
上

の
注
意
を
読
む
こ
と
か
ら
は
じ
め
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
知
ろ
う
と

す
る
行
為
が
や
が
て
は
自
身
の
知
識

と
し
て
身
に
つ
く
こ
と
に
な
る
の
で

す
。

高高
齢齢
者者
生生
きき
がが
いい
講講
座座
発発
表表
会会

囲囲
碁碁
・・
将将
棋棋
大大
会会

平
成
十
九
年
度
高
齢
者
生
き
が
い

講
座
作
品
展
、
催
し
物
や
発
表
会
を

三
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

囲
碁
・
将
棋
大
会
の
成
績
は
次
の

通
り
で
す
。

『
囲
碁
の
部
』

Ａ
組

優

勝

保
田
俊
次
郎

九
段

準
優
勝

宮
本

壽

八
段

三

位

山
田

昌
弘

七
段

Ｂ
組

優

勝

渡
辺

義
弘

八
段

準
優
勝

眞
島

寛

八
段

三

位

寺
内

武
彦

七
段

Ｃ
組

優

勝

山
本

隆
一

七
段

規
約
に
よ
り
八
段
に
昇
段

準
優
勝

渡
部

恭
明

七
段

三

位

久
米

正
明

七
段

Ｄ
組

優

勝

納
田

孝
彦

三
段

規
約
に
よ
り
四
段
に
昇
段

準
優
勝

河
井

�
夫

四
段

三

位

島
口

延
秋

四
段

Ｅ
組

優

勝

福
永

信
彦

三
段

規
約
に
よ
り
四
段
に
昇
段

準
優
勝

浅
木

裕
規

三
段

三

位

中
西

秀
治

三
段

『
将
棋
の
部
』

優

勝

小
泉

正

七
戦
全
勝

準
優
勝

薦
田

雅
生

六
勝
一
敗

三

位

渋
谷

恭
司

五
勝
二
敗

by 北島町国際交流協会

２００８Kitajima International Friendship Association

留学生歓迎パーティー

徳島大学留学生を隣人として暖かく迎え、共に楽しい時間
を過ごしましょう

�日 時 ２００８．５．１１� １１：００～１４：００
�場 所 北島町総合庁舎７階大ホール
�参加費 大人１，０００円（会員、非会員）

高校生以上 １，０００円
小・中学生 ５００円

内 容 留学生紹介、ゲームなど
軽食付き

�連絡先 ＫＩＦＡ 宮崎 純子 �６９８―６２５６
�北島町役場総務課 �６９８―９８０１
�E-mail mg8y-izt@asahi-net.or.jp（井筒）

みなさまのご参加をおまちしています！

（１６）町報２００８．４
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古
里
の
林
を
ゆ
け
ば
梅
の
香
は

母
の
如
く
に
わ
れ
を
包
み
ぬ

休
耕
田
に
可
憐
に
咲
く
れ
ん
げ
草
、

田
の
脇
を
流
れ
る
用
水
を
愛
ら
し
く

泳
ぐ
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
。
週
末
に
な

る
と
北
島
に
住
む
祖
母
を
訪
ね
、
一

緒
に
ほ
う
れ
ん
草
を
刈
っ
た
り
、
時

に
は
「
お
地
蔵
さ
ん
」
に
つ
い
て
行

き
、
お
さ
が
り
を
も
ら
っ
て
食
べ
る

こ
と
が
、
幼
い
私
の
楽
し
み
で
し
た
。

そ
ん
な
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
本
町
へ

両
親
と
共
に
越
し
て
来
て
か
ら
、
は

や
二
十
年
余
り
が

経
ち
ま
し
た
。
私

た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
も
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。「
阿

部
さ
ん
と
こ
ろ
の

孫
さ
ん
や
ね
。
大

き
い
な
っ
た
な

あ
」
と
声
を
掛
け

て
く
れ
た
方
々
も
、

そ
し
て
大
好
き
で
あ
っ
た
祖
母
も
、

今
は
も
う
い
ま
せ
ん
。

夕
や
け
は
何
を
告
げ
い
む
朱
の

思
い
に
逝
き
た
る
人
の
残
し
し
色
か

こ
れ
ら
の
短
歌
を
詠
ん
だ
私
の
母
、

安
部
延
子
は
、
昭
和
十
四
年
、
北
島

町
旭
光
に
亀
吉
、
文
子
の
二
女
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
優
し
い
友
人
と

共
に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
後
、

城
北
高
校
へ
と
進
学
し
ま
す
。
そ
し

て
そ
こ
で
後
の
母
の
人
生
に
大
き
な

喜
び
を
与
え
て
く
だ
さ
る
裏
千
家
茶

道
、
そ
し
て
短
歌
の
師
と
の
出
逢
い
が

あ
り
ま
す
。
何
年
も
の
時
を
経
て
昨
年

の
秋
、
前
述
の
恩
師
で
あ
る
徳
島
歌
人

の
斎
藤
祥
郎
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の

お
仲
間
に
支
え
て
頂
き
、
母
の
夢
で
あ

っ
た
歌
集
「
千
の
石
仏
」
の
出
版
を
果

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
ず
多

く
の
反
響
を
頂
き
、
恐
縮
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
母
は
病
気
を
患

い
療
養
中
で
す
の
で
、
娘
の
私
が
こ
の

よ
う
に
慣
れ
な
い
文
章
を
書
か
せ
て
頂

い
て
い
る
次
第
で
す
。

毎
日
の
よ
う
に
届
く
皆
様
か
ら
の
お

便
り
を
読
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
と
、

お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
が
様
々
な
お
立
場

で
、
い
ろ
ん
な
お
も
い
を
抱
き
な
が
ら

母
の
短
歌
を
読
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
気
付
き
、
心
が
震
え
ま
す
。

ま
た
先
日
は
、
あ
る
方
か
ら
頂
戴
し
た

お
言
葉
に
、
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
に
は
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
感
情
が
、

母
の
歌
の
い
た
る
所
に
あ
る
の
だ
と
知

っ
た
か
ら
で
す
。
年
齢
を
重
ね
、
こ
れ

ら
の
歌
を
つ
く
っ
た
母
の
歳
に
な
っ
た

時
、
今
感
じ
て
い
る
の
と
は
ま
た
違
う
、

新
し
い
風
景
に
出
逢
え
る
と
思
う
と
、

少
し
心
が
癒
さ
れ
る
気
が
し
ま
す
。
短

歌
を
通
し
て
、
母
と
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
「
会
話
」
が
で
き
る
、
そ
ん
な

幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
も
し
お
時

間
に
余
裕
が
あ
ら
れ
ま
す
時
に
は
本

町
図
書
館
、
あ
る
い
は
県
立
図
書
館

等
で
、
母
の
歌
集
を
手
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
私
共
家
族
に
と
り
ま
し

て
、
何
よ
り
の
喜
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。

母
の
愛
し
た
四
季
折
々
の
風
景
が
、

そ
し
て
お
も
い
が
、
そ
こ
に
あ
り
ま

す
。さ

て
、
自
宅
で
の
介
護
と
は
い
い

ま
し
て
も
、
娘
の
私
は
子
育
て
や
仕

事
、
家
事
に
追
わ

れ
る
毎
日
で
、
夜

に
な
り
枕
元
へ
行

き
、
穏
や
か
に
眠

る
母
の
寝
顔
を
見

つ
め
な
が
ら
、
ホ

ッ
と
す
る
や
ら
申

し
訳
な
い
や
ら
の

く
り
返
し
で
す
。

逆
に
「
大
丈
夫
？

無
理
せ
ら
れ
ん
よ
」
と
励
ま
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
気
さ
え
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
傍
に
い
て
、
私
た
ち
家
族
を

見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
母
に
感
謝
で

す
。さ

い
ご
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
共

を
様
々
な
形
で
支
え
て
く
だ
さ
る
全

て
の
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
か
り
し

ま
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
母
の
短
歌
集
を
手
に
し

て
く
だ
さ
る
方
々
に
も
ま
た
、
あ
た

た
か
な
彩
り
あ
る
春
が
訪
れ
ま
す
よ

う
に
。

随筆

（４５５）

歌
集「
千
の
石
仏
」に
寄
せ
る

江
尻坂

部
由
貴
子

お
も
い

春
灯
や
ま
だ
引
き
な
れ
ぬ
電
子
辞
書

滝
上

由
香

恵
ま
れ
し
誕
生
月
や
桜
鯛

竹
内

照
恵

発
心
の
遍
路
装
束
整
へ
て

仁
木
つ
と
む

芽
柳
や
入
江
に
舫
ふ
水
漬
舟

広
瀬

徳
江

梅
の
香
の
ほ
の
か
に
甘
き
札
所
寺

藤
岡

紫
乃

自
画
像
を
そ
れ
ぞ
れ
に
出
し
卒
業
す

松
浦

勝
江

遺
跡
と
て
穴
ぼ
こ
ば
か
り
風
光
る

松
岡

乙

大
麻
山
電
線
並
ら
び
鳥
帰
る

村
田
み
ど
り

春
め
く
や
魚
の
名
変
り
糶
ら
れ
け
り

森

し
げ
る

来
る
人
の
褒
む
一
言
に
花
ふ
ふ
む

山
本

和
子

茎
立
つ
る
も
の
に
針
触
れ
花
時
計

青
木

拓
郎

春
の
夜
や
和
服
蛇
の
目
で
行
く
女

阿
部

蒼
空

樹
木
ふ
く
れ
人
招
く
よ
な
春
の
山

大
西

通
世

癒
さ
れ
し
空
の
青
さ
と
花
の
舞

阿
部
久
美
子

春
め
く
や
膝
つ
き
老
の
草
む
し
り

川
村
ユ
キ
ヱ

島
遍
路
夜
明
け
の
光
ま
と
ひ
ゆ
く

阿
波

武
彦

一
弁
の
は
ら
り
と
解
け
し
辛
夷
か
な

近
藤

与
祢

余
寒
な
ほ
集
中
治
療
姉
む
ご
し

大
久
保
雅
義

ぶ
ら
ん
こ
に
元
気
の
余
る
子
と
な
り
ぬ

村
尾

芦
月

ひ
こ
ば
え

蘗
や
大
学
を
出
て
家
業
継
ぐ

橋
本
ま
さ
よ
し

古
地
図
に
示
す
萩
城
か
げ
ろ
い
て

長
尾
寿
美
子

町 報 俳 壇徳
島
北
警
察
署
広
報

�
六
九
八
―
〇
一
一
〇

交
通
事
故
防
止
！

平
成
二
十
年
四
月
十
日
�
は
全
国
一
斉
に
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
」
で
す
！

悲
惨
な
交
通
事
故
は
後
を
絶
た
ず
、
今
年
三
月
九
日
に
も
、
北
島
町
に
お
い

て
、
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

○
交
通
事
故
は
最
も
身
近
な
危
険
！

毎
年
、
県
民
の
約
百
人
に
一
人
が
交
通
事
故
に
よ
っ
て
死
傷
し
て
い
ま
す
。

○
徳
島
県
は
、
死
亡
事
故
が
他
県
に
比
べ
て
多
い
！

人
口
十
万
人
あ
た
り
の
死
者
数
は
、
七
・
二
人
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
七
位
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
自
転
車
利
用
者
も
み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

（１７） 町報２００８．４
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慶慶

弔弔

（２月分）

お

く

や

み

人人
権権
学学
習習
をを
通通
しし
てて

北
島
中
学
校
三
年

水
野

り
な

私
が
二
年
に
上
が
っ
た
と
き
、
か

な
り
熱
い
先
生
が
や
っ
て
き
た
。
そ

の
先
生
は
人
権
学
習
に
力
を
入
れ
て

い
る
先
生
で
、
私
た
ち
に
今
ま
で
に

な
か
っ
た
風
を
吹
か
せ
て
く
れ
た
。

毎
週
の
総
合
の
時
間
に
な
る
と
、
人

権
に
つ
い
て
の
勉
強
を
す
る
。
私
は

今
ま
で
、
こ
ん
な
に
人
権
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

で
も
、
小
学
校

の
と
き
に
は
識
字

学
級
に
も
行
き
、

人
権
劇
も
し
た
。

人
権
に
つ
い
て
何

も
考
え
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。

で
も
、
ど
こ
か
他

人
事
と
考
え
て
い

た
自
分
が
い
た
。

私
が
二
年
間
続

け
て
き
た
人
権
学

習
で
得
た
こ
と
は
、

誰
一
人
と
し
て
他

人
事
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
は
今
、
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
差

別
す
る
側
に
い
る

と
思
う
。
自
分
と
少
し
違
う
人
を
見

て
差
別
し
て
し
ま
う
。
差
別
さ
れ
る

人
に
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
う
。

全
然
他
人
事
で
は
な
い
。

そ
ん
な
間
違
っ
た
考
え
を
直
す
た

め
に
人
権
学
習
を
し
て
い
る
。
そ
れ

に
い
つ
差
別
さ
れ
る
側
に
な
る
か
わ

か
ら
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
部
落

出
身
の
人
と
結
婚
す
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
い
つ
障
害
を
も
つ
か
も
わ
か

ら
な
い
の
だ
。

私
た
ち
は
そ
の
と
き
に
、
た
だ
落

ち
込
ん
で
、
暗
い
ま
ま
何
も
せ
ず
に

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
、
差

別
に
負
け
ず
、
力
強
く
生
き
て
い
く

人
を
講
演
や
映
画
で
た
く
さ
ん
見
て

き
た
。
ど
の
人
も
努
力
し
て
い
た
。

差
別
さ
れ
る
側
に
な
り
た
く
な
い
け

れ
ど
、
そ
の
と
き
に
、
今
の
人
権
学

習
が
と
て
も
役
に
立
つ
と
思
う
。
み

ん
な
他
人
事
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と

を
み
ん
な
に
早
く
気
づ
い
て
ほ
し
い
。

そ
の
人
権
学
習
、
ど
れ
だ
け
の
人

が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
だ
ろ
う

か
。
私
が
思
う
限
り
、
し
ん
だ
い
な

と
思
い
な
が
ら
受
け
て
い
る
人
が
多

い
よ
う
な
気
が
す
る
。
確
か
に
、
私

も
人
前
で
発
表
す
る
の
は
苦
手
で
、

も
し
当
て
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
、

い
つ
も
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
、
み
ん

な
の
意
見
を
聞
い
て
い
る
。
で
も
、

人
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
な
い

人
に
限
っ
て
、
人
権
学
習
を
「
め
ん

ど
く
さ
い
」
と
か
「
い
や
だ
」
と
か

言
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
み

ん
な
な
ぜ
、
そ
ん
な
に
人
権
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
を
嫌
う
の
か
。
そ
れ

は
自
分
の
心
と
向
き
合
う
の
が
怖
い

か
ら
だ
と
思
う
。
誰
で
も
自
分
よ
り

下
を
求
め
る
心
が
あ
る
。
私
も
下
を

求
め
る
心
が
あ
る
こ
と
を
よ
く
わ
か

っ
て
い
る
。

で
も
、
そ
の
心
の
弱
さ
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
い
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
で
、
人

を
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ
な
い
だ
ろ
う

か
。
私
は
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
人
に

し
た
く
な
い
。
自
分
の
心
の
弱
さ
と

真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
、
相
手
を

思
い
や
る
心
の
強
さ
に
変
え
た
い
と

思
う
。
み
ん
な
に
も
そ
の
心
の
強
さ

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

私
に
と
っ
て
人
権
学
習
と
は
、
自

分
も
み
ん
な
も
大
切
に
す
る
大
事
な

学
習
だ
と
思
う
。
み
ん
な
に
逃
げ
て

ば
か
り
い
て
ほ
し
く
な
い
。
こ
れ
か

ら
は
人
権
学
習
の
時
間
を
も
っ
と
大

切
に
で
き
る
、
相
手
の
こ
と
を
考
え

る
私
た
ち
で
あ
り
た
い
と
思
う
。

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ににににににににににににににににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううううううう

吉

田

敏

也

久

美

り

な

二
女

莉

菜

江

尻

西
久
保

剛

早

織

あ

み

二
女

愛

珠

中

村

北

島

伸

章

恵

美

ち

ひ
ろ

長
女

千

寛

中

村

中

野

公

夫

加
容
子

は
る

き

長
男

脩

希

北

村

西

池

誠

人

和

美

り
ょ
う

ご

長
男

諒

悟

高

房

林

大

雅

麻

紀

と
う

ま

長
男

叶

真

鯛

浜

矢

野

文

章

夕

子

ゆ

づ
き

長
女

友

月

鯛

浜

渡

邊

浩

良

典

子

ひ
ろ

む

長
男

博

夢

江

尻

三

好

光
一
郎

小
百
合

は

な

長
女

葉

奈

江

尻

峯

本

英

治

祐

子

あ
や

な

二
女

綾

菜

新
喜
来

福

良

謙

司

鯛

浜

古

林

早

苗

鳴
門
市

大
久
保

伸

一

中

村

天

野

志

保

徳
島
市

嶝

口

賢

和
歌
山
県

郡

麻
希
子

鯛

浜

米

元

英

記

中

村

�

井

貴

代

阿
波
市

川

上

晃

彦

鯛

浜

川

田

美

穂

鯛

浜

野

口

和

人
（
５６
歳
）
北

村

椎

野

千

草
（
６６
歳
）
新
喜
来

濱

口

武
（
６８
歳
）
新
喜
来

近

藤

文

雄
（
９２
歳
）
北

村

伊

賀

清
（
７４
歳
）
北

村

後

藤

浩

子
（
６４
歳
）
北

村

三

好

春

雄
（
８７
歳
）
北

村

新

山

喜

昭
（
７９
歳
）
新
喜
来

原

田

マ
ス
子
（
８７
歳
）
北

村

藤

島

喜
三
郎
（
７７
歳
）
中

村

葉

田

米
（
７７
歳
）
新
喜
来

������������

���

在
宅
当
番
医
割
出
表

４
月
１３
日
�

松
茂

春
藤
内
科
胃
腸
科

４
月
２０
日
�

松
茂

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科
ク

リ
ニ
ッ
ク

４
月
２７
日
�

松
茂

和

ク
リ
ニ
ッ
ク

４
月
２９
日
�

北
島

高
田
整
形
外
科
病
院

５
月
６
日
	振

北
島

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

５
月
１１
日
�

北
島

山
本
内
科
胃
腸
科

５
月
３
日
・
４
日
・
５
日
に

つ
い
て
は
、
板
野
東
部
消
防
組

合
（
病
院
問
い
合
わ
せ
専
用
六

九
八
―
九
一
一
九
）
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
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創
世
ホ
ー
ル
名
画
鑑
賞
会

「
チ
ロ
ヌ
ッ
プ
の
き
つ
ね
」

日
時
▼
四
月
十
九
日
�
二
回
上
映

①
十
時
半
〜

②
十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
九
〇
〇
円
（
割
引
チ
ラ
シ

持
参
者
は
七
〇
〇
円
）

作
品
▼
「
チ
ロ
ヌ
ッ
プ
の
き
つ
ね
」

（
監
督‖

今
沢
哲
男
、
脚
本‖

松

山
善
三
、
一
九
八
七
、
一
時
間
十

二
分
）、同
時
上
映
「
や
さ
し
い
ラ

イ
オ
ン
」

主
催
▼
創
世
ホ
ー
ル
名
画
鑑
賞
会
実

行
委
員
会
（
創
世
ホ
ー
ル
�
〇
八

八
・
六
九
八
・
一
一
〇
〇
）

■
「
チ
ロ
ヌ
ッ
プ
の
き
つ
ね
」
は
、

親
子
の
情
愛
を
描
い
た
涙
と
感
動
の

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
す
■
ぜ
ひ
ご
家

族
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

続
・
イ
ン
ド
舞
踊
物
語

日
時
▼
五
月
四
日
�
十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
三
千
円
（
当
日
三
千

五
百
円
）

出
演
▼【
舞
踊
】イ
レ
ア
ナ
・
チ
タ
リ

ス
テ
ィ
、
サ
ス
ワ
ト
・
ジ
ョ
ー
シ
、

櫻
井
暁
美
と
ギ
ー
タ
ン
ジ
ャ
リ
ダ

ン
サ
ー
ズ
【
朗
読
】
辻
井
芳
暁

主
催
▼
徳
島
日
印
協
会
（
井
下
�
〇

九
〇
・
二
八
二
五
・
二
八
〇
九
、

北
島
�
〇
八
八
・
六
九
八
・
三
二

六
五
）

後
援
▼
イ
ン
ド
総
領
事
館
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

徳
島
放
送
局
、
四
国
放
送
、
徳
島

新
聞
社
、
創
世
ホ
ー
ル

■
櫻
井
暁
美
さ
ん
（
徳
島
県
羽
ノ
浦

町
出
身
、
現
在
大
阪
府
在
住
）
は
、

日
本
に
お
け
る
イ
ン
ド
舞
踊
の
第
一

人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ギ
ー
タ
ン

ジ
ャ
リ
舞
踊
塾
を
主
宰
し
、
公
演
活

動
や
カ
ル
チ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー
講
師

と
し
て
活
躍
■
当
公
演
は
櫻
井
さ
ん

の
企
画
監
修
に
よ
る
も
の
で
、
イ
ン

ド
か
ら
第
一
級
の
舞
踏
家
を
招
き
、

古
典
舞
踊
、
武
術
舞
踊
な
ど
を
披
露

す
る
独
創
的
な
内
容
で
す
■
こ
の
催

し
は
東
京
公
演
は
な
く
、
国
内
４
カ

所（
北
島
、
名
古
屋
、
松
本
、
大
阪
）

の
み
で
の
開
催
と
い
う
貴
重
な
も
の

で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

服
田
洋
一
郎
＆
黒
神
ラ
イ
ヴ

日
時
▼
五
月
三
十
一
日
�
十
八
時
半
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
前
売
二
千
円
（
当
日
二
千

五
百
円
）

出
演
▼
服
田
（
は
っ
た
）
洋
一
郎
＆

黒
神
（
こ
く
じ
ん
）

演
奏
予
定
曲
目
▼
「
嵐
の
月
曜
日
」、

「
か
ん
ま
ん
わ
だ
」
ほ
か

主
催
▼
ラ
ン
ブ
ギ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
（
�
〇
九
〇
・
一
一
七
三
・
八

二
八
一
）

共
催
▼
北
島
町
創
世
ホ
ー
ル

■
日
本
を
代
表
す
る
ブ
ル
ー
ス
演
奏

家
・
服
田
洋
一
郎
（
元
ブ
レ
イ
ク
・

ダ
ウ
ン
、
元
ブ
ル
ー
ス
ハ
ウ
ス
・
ブ

ル
ー
ス
バ
ン
ド
）
の
徳
島
公
演
。
バ

ッ
ク
を
、
東
四
国
の
第
一
級
ブ
ル
ー

ス
・
バ
ン
ド
黒
神
が
つ
と
め
る
。
黒

神
は
鳴
門
市
金
比
羅
神
社
の
宮
司
・

神
東
正
典
氏
率
い
る
三
人
組
。
話
題

の
催
し
で
す
。
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

わ
く
わ
く
・
リ
サ
イ
ク
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
四
月
十
三
日
�
十
時
〜

日
時
▼
五
月
十
一
日
�
十
時
〜

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
い
合
わ
せ
▼
島
浦
（
�
〇
九
〇
・

七
一
四
八
・
四
三
三
九
）

お
は
な
し
ワ
ン
ワ
ン
く
ら
ぶ

■
毎
週
日
曜
日
十
四
時
か
ら
、
図
書

館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
い
お

は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第

三
日
曜
日
に
は
手
話
が
つ
き
ま
す
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
藤
真
知
子
作
、
ゆ
ー
ち
え
み
こ
絵

『
ま
ほ
う
の
国
の
プ
リ
ン
ス
＆
プ
リ

ン
セ
ス
』
ポ
プ
ラ
社

●
ジ
ェ
ニ
ー
・
ニ
モ
『
王
の
森
の
ふ

し
ぎ
な
木
』
徳
間
書
店

●
内
田
麟
太
郎
文
、
ス
ズ
キ
コ
ー
ジ

絵
『
ぶ
た
の
ぶ
た
じ
ろ
う
さ
ん
⑤
』

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

●
お
ざ
わ
と
し
お
・
き
た
が
わ
き
み

こ
再
話
、
ひ
ろ
の
た
か
こ
絵
『
へ
び

の
子
し
ど
こ
』
く
も
ん
出
版

●
雑
賀
礼
史
『
リ
ア
ル
ア
バ
ウ
ト
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
１６
』
富
士
見
フ
ァ
ン
タ

ジ
ア
文
庫

●
澤
見
彰
『
燃
え
る
サ
バ
ン
ナ
』
理

論
社

●
響
野
夏
菜
『
今
夜
き
み
を
奪
い
に

参
上
！
』
集
英
社
コ
バ
ル
ト
文
庫

《
一

般

書
》

●
辻
真
先『
ぼ
く
た
ち
の
ア
ニ
メ
史
』

岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書

●
芦
辺
拓『
裁
判
員
法
廷
』文
芸
春
秋

●
大
道
珠
貴
『
立
派
に
な
り
ま
し
た

か
？
』
双
葉
社

●
阿
久
悠
詞
、
佐
藤
秀
明
写
真
『
路

地
の
記
憶
』
小
学
館

●
佐
光
昭
二『
阿
波
洋
学
史
の
研
究
』

徳
島
県
教
育
印
刷

●
脇
明
子
『
物
語
が
生
き
る
力
を
育

て
る
』
岩
波
書
店

●
ジ
ョ
ン
・
グ
リ
シ
ャ
ム
『
最
後
の

陪
審
員
（
上
・
下
）
』
新
潮
文
庫

●
東
野
圭
吾
『
流
星
の
絆
』
講
談
社

▲シンボルマーク

図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

図 書 館 の 休 館 日
５月

５日（月・祝）
６日（火・振替休）
７日�
１２日�
１５日（第３木・館内整理日）
１９日�
２６日�

４月

７日�
１４日�
１７日（第３木・館内整理日）
２１日�
２８日�
２９日（火・祝）

▲服田洋一郎＆黒神。右から３人目の人が服田氏。
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「冬空の温水プールとフラワードーム」町報フォトグラフィ
中村 川崎 ヒロミ

キヤノン、レンズ（１００�～３００�）、シ
ャッター オート、絞り値１１、フィルム４
００

撮影
データ 知人を尋ねた折り見晴らしが良く運動施設が目に止まりシャッタ

ーを押しました。

北北
島島
チチ
ュュ
ーー
リリ
ッッ
ププ
フフ
ェェ
アア

生
活
産
業
課

開
催
中
で
す
。
公
園
は
四
月
二
十

七
日
ま
で
開
園
予
定
で
す
が
、
花
が

途
中
で
終
わ
れ
ば
そ
の
時
点
で
終
了

で
す
。

今
回
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
面
積

一
千
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル

◆
本
数

約
四
万
本

◆
種
類

五
十
品
種

お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
報
告

今
回
の
お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
は
、
三

十
六
グ
ル
ー
プ
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

今
年
も
そ
の
規
模
は
公
園
全
体
を
占

め
て
い
ま
す
。

お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
参
加
者
の
皆
様

に
は
、こ
れ
ま
で
除
草
作
業
等
た
い
へ

ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
引
き
続
き
最

後
ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

チチ
ュュ
ーー
リリ
ッッ
ププ
フフ
ェェ
アア
展展
覧覧
会会

北
島
町
立
創
生
ホ
ー
ル
二
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
各
種
作
品
展
覧
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
程

五
月
二
十
四
日
〜
六
月
一
日

時
間

十
時
〜
十
七
時

皆
様
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
①

俳
句

『
申
し
込
み
方
法
』

公
園
に
お
越
し
に
な
ら
れ
た
時
に
、

お
読
み
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
公
園
内

に
筆
記
用
具
・
申
し
込
み
用
紙
・
投

句
箱
を
準
備
い
た
し
ま
す
。

『
締
め
き
り
』

四
月
二
十
七
日
�
ま
で

募
集
②

写
真
＆
絵
て
が
み

『
申
し
込
み
方
法
』

参
加
申
込
書
は
、
生
活
産
業
課
及

び
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
窓
口
に
備

え
て
お
り
ま
す
。

『
締
め
切
り
』

五
月
七
日
�
ま
で
に
生
活
産
業
課

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
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